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大村市押印見直し方針の概要（第３５号議案、第３７号議案及び第４３号議

案関係） 

１ 対象・方針 

内閣府が作成した「地方公共団体における押印見直しマニュアル」を参考に作

業を進める。 

対  象 方  針 

市民（事業者等を含む。）から提出

される申請書、届出書等 

登記印・登録印によらない押印（認印による押

印）等は、原則として押印の義務付けを廃止 

市内部の手続に関する書類(人事

課等へ提出する文書) 

原則として押印の義務付けを廃止。また、市内部

の手続において公印を押印しているもの（Ａ課

からＢ課へ通知する文書等）も、見直しを実施 

※ 支出根拠書類(契約書、見積書、請求書等)は、今回対象外とする。

２ 見直し基準 

３ 見直しスケジュール 

対  象 見直し時期 
手続数 

（見込み等） 

押印の定めがないもの、内部手続に関す
るもの 

令和３年３月末日廃止 582（約 27%） 

本市の条例、規則等に押印の定めがある
もの 

令和３年６月末日廃止 812（約 38%） 

国等の法令等に押印の定めがあるもの 随時見直し 452（約 21%） 

登記印・登録印によるもの、支出根拠書類 今回対象外 303（約 14%） 

合 計 2,149（100％） 

※ 国及び県の法令・条例等に基づき、押印が義務付けられているものについては、国

及び県による見直しが実施され次第、それに準じる。

４ 見直し状況 

○令和３年４月１日までに押印義務付けを廃止したもの  … 582 手続

※ 市民等から提出される申請書(483件)については、市ホームページで公表中

○押印の義務付けを廃止する条例は次のとおり

(1) 職員の服務の宣誓に関する条例（第３５号議案）

(2) 大村市固定資産評価審査委員会条例（第３７号議案）

(3) 大村市火入れに関する条例（第４３号議案）

押印を求める合理性（登記印・登録印によるもの）の有無 

押印の代替手段（本人確認書類の提示など）の有無 

基準① 

基準② 

押印義務

付け廃止 
あり あり 

なし 
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職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
（
新
旧
対
照
表
）

改
正
後

改
正
前

（
職
員
の
服
務
の
宣
誓
）
 

第
２
条
 
新
た
に
職
員
と
な
っ
た
者
は
、
別
記
様
式
に
よ
る
宣
誓
書
を
任
命
権

者
に
提
出
し
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
そ
の
職
務
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
 

２
 
略
 

別
記
様
式
（
第
２
条
関
係
）
 

宣
 

誓
 

書
 

略
 

年
 
 
月
 
 
日
 

氏
名

（
職
員
の
服
務
の
宣
誓
）
 

第
２
条
 
新
た
に
職
員
と
な
っ
た
者
は
、
任
命
権
者
又
は
任
命
権
者
の
定
め
る

上
級
の
公
務
員
の
面
前
に
お
い
て
別
記
様
式
に
よ
る
宣
誓
書
に
署
名
し
て
か

ら
で
な
け
れ
ば
そ
の
職
務
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
 

２
 
略
 

別
記
様
式
（
第
２
条
関
係
）
 

宣
 

誓
 

書
 

略
 

年
 
 
月
 
 
日
 

氏
名

印
 

（ 2 ）



大村市税条例の改正概要（第３６号議案関係） 

１ 個人市民税の非課税限度額等における国外居住親族の取扱いの見直し 

  （第 17条第 2項、第 28条の 3の 3第 1項、附則第 12項） 

（施行日：令和 6年 1月 1日） 

扶養控除の対象となる「扶養親族」の対象者から、次のいずれにも該当しない 

３０歳以上７０歳未満の国外居住親族を除くこととされた令和２年度税制改正の

内容を踏まえ、個人市民税の均等割及び所得割の非課税限度額 （※）を計算する際の

「扶養親族」の対象者についても、同様に取り扱うよう改正する。 

(1) 留学により国内に住所及び居所を有しなくなった者

(2) 障がい者

(3) 納税義務者から前年において、生活費又は教育費に充てるための支払を３８

万円以上受けている者 

※ 個人市民税の非課税限度額（改正後）

前年の所得金額が次の区分に応じ、それぞれ定める計算式により計算して得

た金額以下の場合は、均等割又は所得割が非課税となる。 

区分 非課税限度額の計算式 

均等割 28万円×（同一生計配偶者＋扶養親族＋1）＋10万円＋16万 8千円 

所得割 35万円×（同一生計配偶者＋扶養親族＋1）＋10万円＋32万円 

備考 1 扶養親族については、16歳未満の者及び控除対象扶養親族に限る。 

備考 2 網掛け部分の金額は、同一生計配偶者又は扶養親族を有する場合に加

算される金額 

２ セルフメディケーション税制に係る適用期限の延長 

  （附則第 13項の 3）（施行日：令和 4年 1月 1日） 

セルフメディケーション税制 （※）について、適用期限を５年延長する。

改正前 改正後 

令和４年度 令和９年度 

※ セルフメディケーション税制

対象となる医薬品を購入した場合において、その年中に当該医薬品の購入の

ために支払った金額の合計が１２，０００円を超えるときは、その超える部分

の金額（上限８８，０００円）を総所得金額から控除することができる特例 
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の
前

年
の
所
得
に
つ
い
て
第
２
６
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
総
所
得
金
額
、
退

職
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
が
、
３
５
０
，
０
０
０
円
に
そ

の
者
の
同
一
生
計
配
偶
者
及
び
扶
養
親
族
の
数
に
１
を
加
え
た
数
を
乗
じ
て

得
た
金
額
に
１
０
０
，
０
０
０
円
を
加
算
し
た
金
額
（
そ
の
者
が
同
一
生
計

配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
を
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
３
２
０
，
０
０

０
円
を
加
算
し
た
金
額
）
以
下
で
あ
る
者
に
対
し
て
は
、
第
１
６
条
第
１
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
民
税
の
所
得
割
（
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
を

除
く
。
）
を
課
さ
な
い
。
 

１
３
・
１
３
の
２
 
略
 

（
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
を
支
払
っ
た
場
合
の
医
療
費
控
除
の
特
例
）
 

１
３
の
３
 
平
成
３
０
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の
市

民
税
に
限
り
、
法
附
則
第
４
条
の
４
第
３
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お

け
る
第
２
６
条
の
２
の
規
定
に
よ
る
控
除
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
選
択
に

よ
り
、
同
条
中
「
同
条
第
１
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
１
項
（
第
２
号
を

除
く
。
）
」
と
、
「
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
ま
で
並
び
に
法
附
則
第
４
条
の

４
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
３
１
４
条
の
２
第

１
項
（
第
２
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
と
し
て
、
同
条
の
規
定
を
適
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

１
３
の
４
～
４
５
 
略
 

（ 5 ）



大
村
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
（
新
旧
対
照
表
）

 

改
正
後

 
改
正
前

 

（
審
査
の
申
出
）
 

第
４
条
 
略
 

２
・
３
 
略
 

    ４
 
略
 

５
 
略
 

 

（
審
査
の
申
出
）
 

第
４
条
 
略
 

２
・
３
 
略
 

４
 
審
査
申
出
書
に
は
、
審
査
申
出
人
（
審
査
申
出
人
が
法
人
そ
の
他
の
社
団

又
は
財
団
で
あ
る
と
き
は
、
代
表
者
又
は
管
理
人
、
総
代
を
互
選
し
た
と
き

は
総
代
、
代
理
人
に
よ
っ
て
審
査
の
申
出
を
す
る
と
き
は
代
理
人
）
が
押
印

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

５
 
略
 

６
 
略
 

（
審
査
申
出
人
の
口
頭
に
よ
る
意
見
陳
述
）
 

第
７
条
 
略
 

２
 
略
 

３
 
前
項
の
調
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

(
1
)・

(
2)
 略

 

(
3
) 
意
見
を
聴
い
た
委
員
及
び
調
書
を
作
成
し
た
書
記
の
氏
名
 

(
4
) 
略
 

 

（
審
査
申
出
人
の
口
頭
に
よ
る
意
見
陳
述
）
 

第
７
条
 
略
 

２
 
略
 

３
 
前
項
の
調
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
意
見
を
聴
い
た
委
員

及
び
調
書
を
作
成
し
た
書
記
が
こ
れ
に
署
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(
1
)・

(
2)
 略

 

 (
3
) 
略
 

（
口
頭
審
理
）
 

第
８
条
 
略
 

２
～
４
 
略
 

５
 

前
項

の
口

述
書

に
は

、
次

に
掲

げ
る

事
項

を
記

載
し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。
 

(
1
)～

(
3)
 略

 

６
・
７
 
略
 

８
 
前
項
の
調
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
口
頭
審
理
）
 

第
８
条
 
略
 

２
～
４
 
略
 

５
 
前
項
の
口
述
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
提
出
者
が
こ
れ
に

記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(
1
)～

(
3)
 略

 

６
・
７
 
略
 

８
 
前
項
の
調
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
審
理
を
行
っ
た
委
員

（ 6 ）



改
正
後

改
正
前

(
1
)～

(
4)
 略

 

(
5
)
審
理
を
行
っ
た
委
員
及
び
調
書
を
作
成
し
た
書
記
の
氏
名

(
6
)
略

及
び
調
書
を
作
成
し
た
書
記
が
こ
れ
に
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(
1
)～

(
4)
 略

 

(
5
)
略

（
実
地
調
査
）
 

第
９
条
 
略
 

２
 
前
項
の
調
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(
1
)～

(
3)
 略

 

(
4
)
調
査
を
行
っ
た
委
員
及
び
調
書
を
作
成
し
た
書
記
の
氏
名

(
5
)
略

（
実
地
調
査
）
 

第
９
条
 
略
 

２
 
前
項
の
調
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
調
査
を
行
っ
た
委
員

及
び
調
書
を
作
成
し
た
書
記
が
こ
れ
に
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(
1
)～

(
3)
 略

 

(
4
)
略

（
議
事
に
つ
い
て
の
調
書
）
 

第
１
０
条
 
略
 

２
 
前
項
の
調
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(
1
)～

(
3)
 略

 

(
4
)
議
事
に
関
与
し
た
委
員
及
び
調
書
を
作
成
し
た
書
記
の
氏
名

(
5
)
略

（
議
事
に
つ
い
て
の
調
書
）
 

第
１
０
条
 
略
 

２
 
前
項
の
調
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
議
事
に
関
与
し
た
委

員
及

び
調

書
を

作
成

し
た

書
記

が
こ

れ
に

記
名

押
印

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

(
1
)～

(
3)
 略

 

(
4
)
略

（ 7 ）



大
村
市
手
数
料
条
例
（
新
旧
対
照
表
）
 

 改
正
後
 

改
正
前
 

別
表
第
１
（
第
２
条
関
係
）
 

別
表
第
１
（
第
２
条
関
係
）
 

手
数
料
を
徴
収
す
る
事
項
 

手
数
料
の
金
額
 

略
 

略
 

戸
籍

の
附

票
又

は
除

か
れ

た
戸

籍

の
附
票
の

写
し
の
交
付
 

１
戸
籍
の
附
票
に
つ
き
 
３
０
０
円
 

略
 

略
 

                   

手
数
料
を
徴
収
す
る
事
項
 

手
数
料
の
金
額
 

略
 

略
 

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再
交
付
 

１
件
に
つ
き
 
８
０
０
円
 

戸
籍

の
附

票
又

は
除

か
れ

た
戸

籍

の
附
票
の
写
し
の
交
付
 

１
戸
籍
の
附
票
に
つ
き
 
３
０
０
円
 

略
 

略
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大
村
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
新
旧
対
照
表
）

改
正
後

改
正
前

（
経
営
の
基
本
）
 

第
３
条
 
略
 

２
 
略
 

３
 
病
院
の
病
床
数
は
、
一
般
病
床
２
１
２
床
と
す
る
。
 

（
経
営
の
基
本
）
 

第
３
条
 
略
 

２
 
略
 

３
 
病
院
の
病
床
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

(
1
)
一
般
病
床
 
２
１
２
床

(
2
)
感
染
症
病
床
 
４
床
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大
村
市
国
民
健
康
保
険
条
例
（
新
旧
対
照
表
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

附
 
則
 

附
 
則
 

１
～
２
１
 
略
 

１
～
２
１
 
略
 

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

感
染

し
た

被
保

険
者

等
に

係
る

傷
病

手

当
金
）
 

２
２
 
給
与
等
（
所
得
税
法
第
２
８
条
第
１
項
に
規
定
す
る
給
与
等
を
い
い
、

賞
与
（
健
康
保
険
法
第
３
条
第
６
項
に
規
定
す
る
賞
与
を
い
う
。
）
を
除
く
。

以
下
同
じ
。
）
の
支
払
を
受
け
て
い
る
被
保
険
者
が
療
養
の
た
め
労
務
に
服

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
病
原
体
が

ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
２
年
１
月
に
、
中

華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人

に
伝
染
す
る
能
力
を
有

す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
感
染
症
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
に
感
染
し
た
と
き
又
は
発
熱
等
の
症
状
が
あ
り
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
と
き
に
限
る
。
）
は
、
そ
の
労
務
に

服
す

る
こ

と
が

で
き

な
く

な
っ

た
日

か
ら

起
算

し
て

３
日

を
経

過
し

た
日

か
ら

労
務

に
服

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
期

間
の

う
ち

労
務

に
就

く
こ

と
を

予
定
し
て
い
た
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
傷
病
手
当
金
を
支
給
す
る
。
 

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

感
染

し
た

被
保

険
者

等
に

係
る

傷
病

手

当
金
）
 

２
２
 
給
与
等
（
所
得
税
法
第
２
８
条
第
１
項
に
規
定
す
る
給
与
等
を
い
い
、

賞
与
（
健
康
保
険
法
第
３
条
第
６
項
に
規
定
す
る
賞
与
を
い
う
。
）
を
除
く
。

以
下
同
じ
。
）
の
支
払
を
受
け
て
い
る
被
保
険
者
が
療
養
の
た
め
労
務
に
服

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
特
別
措
置
法

（
平
成
２
４
年
法
律
第
３
１
号
）
附
則
第
１
条
の
２

に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
と
い
う
。
）

に
感

染
し

た
と

き
又

は
発

熱
等

の
症

状
が

あ
り

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
と
き
に
限
る
。
）
は
、
そ
の
労
務
に
服
す
る
こ
と

が
で

き
な

く
な

っ
た

日
か

ら
起

算
し

て
３

日
を

経
過

し
た

日
か

ら
労

務
に

服
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

期
間

の
う

ち
労

務
に

就
く

こ
と

を
予

定
し

て
い

た
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
傷
病
手
当
金
を
支
給
す
る
。
 

２
３
～
２
７
 
略
 

          

２
３
～
２
７
 
略
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大
村
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
新
旧
対
照
表
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

目
次
 

第
１
章
～
第
５
章
 
略
 

第
６
章
 
雑
則
（
第
４
９
条
・
第
５
０

条
）
 

附
則
 

目
次
 

第
１
章
～
第
５
章
 
略
 

第
６
章
 
雑
則
（
第
４
９
条
）
 

附
則
 

（
保
育
所
等
と
の
連
携
）
 

第
６
条
 
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
（
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
を
行
う
者
（
以
下

「
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
者
」
と
い
う
。
）
を
除
く

。
以
下
こ
の
条
、
次
条

第
１
項
、
第
１
４
条
第
１
項
及
び
第
２
項
、
第
１
５
条
第
１
項
、
第
２
項
及

び
第
５
項
、
第
１
６
条
並
び
に
第
１
７

条
第
１
項
か
ら
第
３
項
ま
で
並
び
に

附
則
第
３
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
利
用
乳
幼
児

に
対
す
る
保
育
が
適
正

か
つ
確
実
に
行
わ
れ
、
及
び
家
庭
的
保

育
事
業
者
等
に
よ
る
保
育
の
提
供
の

終
了
後
も
満
３
歳
以
上
の
児
童
に
対
し

て
必
要
な
教
育
（
教
育
基
本
法
（
平

成
１
８
年
法
律
第
１
２
０
号
）
第
６
条

第
１
項
に
規
定
す
る
法
律
に
定
め
る

学
校
に
お
い
て
行
わ
れ
る
教
育
を
い
う

。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

又
は
保
育
が
継
続
的
に
提
供
さ
れ
る
よ

う
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
連
携

協
力
を
行
う
保
育
所
（
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
（
平
成
２
４
年
法
律
第
６

５
号
）
第
７
条
第
４
項
に
規
定
す
る
保
育
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
幼

稚
園
（
同

項
に
規
定
す
る

幼
稚
園
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
又
は
認
定
こ
ど

も
園
（
同
項
に
規
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
以
下

「
連
携
施
設
」
と
い
う
。
）
を
適
切
に
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
連
携
施
設
の
確
保
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
市
が
認
め
る
地
域
に
お
い

て
家
庭
的
保
育
事
業
等
（
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
を
除
く
。
第
１
６
条
第
２

項
第
３
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う
家

庭
的
保
育
事
業
者
等
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。
 

（
保
育
所
等
と
の
連
携
）
 

第
６
条
 
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
（
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
を
行
う
者
（
以
下

「
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
者
」
と
い
う
。
）
を
除
く

。
以
下
こ
の
条
、
次
条

第
１
項
、
第
１
４
条
第
１
項
及
び
第
２
項
、
第
１
５
条
第
１
項
、
第
２
項
及

び
第
５
項
、
第

１
６
条
並
び
に
第
１
７
条
第
１
項
か
ら
第
３
項
ま
で
並
び
に

附
則
第
３
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
利
用
乳
幼
児

に
対
す
る
保
育
が
適
正

か
つ
確
実
に
行
わ
れ
、
及
び
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
に
よ
る
保
育
の
提
供
の

終
了
後
も
満
３
歳
以
上
の
児
童
に
対
し
て
必
要
な
教
育
（
教
育
基
本
法
（
平

成
１
８
年
法
律
第
１
２
０
号
）
第
６
条
第
１
項
に
規
定
す
る
法
律
に
定
め
る

学
校
に
お
い
て
行
わ
れ
る
教
育
を
い
う
。
第
３
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は

保
育
が
継
続
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
連
携
協
力

を
行
う
保
育
所
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
２
４
年
法
律
第
６
５
号
）

第
７
条
第
４
項
に
規
定
す
る
保
育
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
幼
稚
園
（
同

項
に
規
定
す
る
幼
稚
園
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又

は
認
定
こ
ど
も
園
（
同

項
に
規
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
以
下
「
連
携
施

設
」
と
い
う
。
）
を
適
切

に
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
連
携

施
設

の
確

保
が

著
し

く
困

難
で

あ
る

と
市

が
認

め
る

地
域

に
お

い
て

家
庭

的
保
育
事
業
等
（
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
を
除
く
。
第
１
６
条
第
２
項
第
３

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を

行
う
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
に
つ
い
て
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。
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改
正
後
 

改
正
前
 

(
1
)
・
(
2
)
 
略

(
3
)

当
該

家
庭

的
保

育
事

業
者

等
に

よ
り

保
育

の
提

供
を

受
け

て
い

た
利

用
乳
幼

児
（
事
業
所
内
保
育
事
業
の
利
用
乳
幼
児
に
あ
っ
て
は
、
第
４
２

条
に
規

定
す
る
そ
の
他
の
乳
児
又
は
幼
児
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
及
び
第

４
項
第

１
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
、
当
該
保
育
の

提
供
の
終
了
に
際
し

て
、
当
該
利
用
乳
幼
児
に
係
る
保
護

者
の
希
望
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
当

該
連
携

施
設
に
お
い
て
受
け
入
れ
て
教
育
又
は
保
育
を
提
供
す
る
こ
と
。

２
～
４
 
略
 

５
 
前
項
（

第
２
号
に
該

当
す
る
場
合
に
限
る
。
）
の
場
合
に
お
い
て
、
家
庭

的
保
育
事
業
者
等
は
、
法
第
５
９
条
第

１
項
に
規
定
す
る
施
設
の
う
ち
次
に

掲
げ
る
も
の
（
入
所
定
員
が
２
０
人
以

上
の
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、

市
長

が
適

当
と

認
め

る
も

の
を

第
１

項
第

３
号

に
掲

げ
る

事
項

に
係

る
連

携
協
力
を
行
う
施
設
と
し
て
適
切
に
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(
1
)
・
(
2
)
 
略

(
1
)
・

(
2
)
 
略

(
3
)

当
該

家
庭

的
保

育
事

業
者

等
に

よ
り

保
育

の
提

供
を

受
け

て
い

た
利

用
乳
幼
児
（
事
業
所
内
保
育
事
業
の
利
用
乳
幼
児
に
あ
っ
て
は
、
第
４
２

条
に
規
定
す
る
そ
の
他
の
乳
児
又
は
幼
児
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
、
当
該
保
育
の
提
供
の
終
了
に
際
し
て
、
当
該
利
用
乳
幼

児
に
係
る
保
護
者
の
希
望
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
当
該
連
携
施
設
に
お
い

て
受
け
入
れ
て
教
育
又
は
保
育
を
提
供
す
る
こ
と
。

２
～
４
 
略

 

５
 
前
項
（
第
２
号
に
該

当
す
る
場
合
に
限
る
。
）
の
場
合
に
お
い
て
、
家
庭

的
保
育
事
業
者
等
は
、
法
第
５
９
条
第
１
項
に
規
定
す
る
施
設
の
う
ち
、
次

に
掲
げ
る
も
の
（
入
所
定
員
が
２
０
人
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、

市
長

が
適

当
と

認
め

る
も

の
を

第
１

項
第

３
号

に
掲

げ
る

事
項

に
係

る
連

携
協
力
を
行
う
者
と
し
て
適
切
に
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(
1
)
・
(
2
)
 
略

（
電
磁
的
記
録
）
 

第
４
９
条
 
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
及
び

そ
の
職
員
は
、
記
録
、
作
成
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
（
書
面
、

書
類
、
文
書
、
謄
本
、
抄
本
、
正
本
、
副
本
、
複
本
そ
の
他
文
字
、
図
形
等

人
の

知
覚

に
よ

っ
て

認
識

す
る

こ
と

が
で

き
る

情
報

が
記

載
さ

れ
た

紙
そ

の
他
の
有
体
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
行
う
こ
と
が

規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、

当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の

知
覚

に
よ

っ
て

は
認

識
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

方
式

で
作

ら
れ

る
記

録
で

あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）

に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
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改
正
後
 

改
正
前
 

（
委
任
）
 

第
５
０
条
 
略
 

（
委
任
）
 

第
４
９
条
 
略
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大
村
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

（
新
旧
対
照
表
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
と
の
連
携
）

 

第
４
２
条
 
略
 

２
・
３
 
略
 

４
 
市
長
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
１
項
第
３
号
の
規
定

を
適
用
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
 

(
1
)
市
長

が
、
児
童
福
祉
法
第
２
４
条
第
３
項
（
同
法
附
則
第
７
３
条
第
１

項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

る
調
整

を
行
う
に
当
た
っ
て
、
特
定

地
域
型
保
育
事
業
者
に
よ
る
特
定
地

域
型

保
育

の
提

供
を

受
け

て
い

た
満

３
歳

未
満

保
育

認
定

子
ど

も
を

優

先
的

に
取

り
扱

う
措

置
そ

の
他

の
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
に

よ
る

特

定
地
域

型
保
育
の
提
供
の
終
了
に
際
し
て
、
当
該
満
３
歳
未
満
保
育
認
定

子
ど
も

に
係
る
教
育
・
保
育
給
付
認
定
保
護
者
の
希
望
に
基
づ
き
、
引
き

続
き
必

要
な
教
育
・
保
育
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い

る
と
き

。

(
2
)
略

５
 
前
項
（

第
２
号
に
係

る
部
分
に
限
る
。
）
の
場

合
に
お
い
て
、
特
定
地
域

型
保
育
事
業
者
は
、
児
童
福
祉
法
第
５

９
条
第
１
項
に
規
定
す
る
施
設
の
う

ち
次
に
掲
げ
る
も
の
（
入
所
定
員
が
２
０
人
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
で
あ

っ
て
、
市
長
が
適
当
と
認
め
る
も
の
を
第
１
項
第
３
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係

る
連
携
協
力
を
行
う
施
設
と
し
て
適
切

に
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(
1
)
・
(
2
)
 
略

６
～
９
 
略

 

（
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
と
の
連
携
）
 

第
４
２
条
 
略
 

２
・
３
 
略
 

４
 
市
長
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
１
項
第
３
号
の
規
定

を
適
用
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(
1
)
市
長
が
、
児
童
福
祉
法
第
２
４
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
調
整
を
行
う

に
当
た
っ
て

、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
に
よ
る
特
定
地
域
型
保
育
の
提

供
を

受
け

て
い

た
満

３
歳

未
満

保
育

認
定

子
ど

も
を

優
先

的
に

取
り

扱

う
措

置
そ

の
他

の
特

定
地

域
型

保
育

事
業

者
に

よ
る

特
定

地
域

型
保

育

の
提
供
の
終

了
に
際
し
て
、
当
該
満
３
歳
未
満
保
育
認
定
子
ど
も
に
係
る

教
育
・
保
育

給
付
認
定
保
護
者
の
希
望
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
必
要
な
教

育
・
保
育
が

提
供
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
と
き
。

(
2
)
略

５
 
前
項
（
第
２
号
に
係

る
部
分
に
限
る
。
）
の
場

合
に
お
い
て
、
特
定
地
域

型
保
育
事
業
者
は
、
児
童
福
祉
法
第
５
９
条
第
１
項
に
規
定
す
る
施
設
の
う

ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（

入
所
定
員
が
２
０
人
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
で

あ
っ
て
、
市
長

が
適
当
と
認
め
る
も
の
を
第
１
項
第
３
号
に
掲
げ
る
事
項
に

係
る
連
携
協
力
を
行
う
者
と
し
て
適
切
に
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(
1
)
・
(
2
)
 
略

６
～
９
 
略
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大
村
市
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
（
新
旧
対
照
表
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

様
式
第
１
号
（
第
２
条
関
係
）
 

火
入
許
可
申
請
書
 

年
 
 
月
 
 

日
 

大
村
市
長
 
 
様
 

申
請
者
 
住
所

氏
名

次
の

よ
う

に
火

入
れ

を
行

い
た

い
の

で
許

可
さ

れ
た

く
大

村
市

火
入

れ
に

関
す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
申
請
し
ま
す
。
 

以
下
略
 

様
式
第
２
号
（
第
４
条
関
係
）
 火

入
許
可
証
 

年
 
 
月
 
 

日
 

許
可
番
号

号
 

申
請
者

様
 

以
下
略
 

様
式
第
１
号
（
第
２
条
関
係
）
 

火
入
許
可
申
請
書
 

年
 
 
月
 
 
日
 

大
村
市
長
 
 
殿
 

申
請
者
 
住
所

氏
名

㊞
 
 

次
の

よ
う

に
火

入
れ

を
行

い
た

い
の

で
許

可
さ

れ
た

く
大

村
市

火
入

れ
に

関
す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
申
請
し
ま
す
。
 

以
下
略
 

様
式
第
２
号
（
第
４
条
関
係
）
 火

入
許
可
証
 

年
 
 
月
 
 

日
 

許
可
番
号

号
 

申
請
人

殿
 

以
下
略
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消防ポンプ自動車図面 

第４４号議案関係資料 

※車体を除く取付品等の位置、寸法

等については、変更となる場合が

あります。

大村市消防団 第５分団 

大村市消防団 第５分団 

大 ５ 

XX-XX

XX-XX
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入 札 物 件 担当課

番号 備考

1 3

2 1 落札

3 4

4 2

5 7

6 6

7 5

上記のとおり入札を執行しましたので

公表いたします。

上記の金額に100分の10に相当する額を加算した金額が

法律上の申込みに係る価格である。

大村市長　園田　裕史

19,900,000

（株）ユタカ防災サービス　大村
支店 19,500,000

（株）ツクモ

ユニオン防災 20,200,000

（株）長崎ユタカ 20,700,000

令和３年５月１２日

（株）サン・クリエイト 20,350,000

ヤナセ産業（株） 19,700,000

（株）ナカムラ消防化学 19,130,000

物品等入札状況調書

入札日時･場所 令和３年５月１２日（水）　午前１０時３０分　　市役所第６会議室

再入札額業者名 入札額

消防ポンプ自動車 安全対策課

第４４号議案関係資料
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大村市税条例等の改正概要（第４５号議案関係） 

 

１ 土地に係る負担調整措置の延長 

 （税条例附則第 5項～第 6項）（都市計画税条例附則第 6項～第 10項、第 12項） 

 

現行：令和 2年度まで           改正後：令和 5年度まで 

 

※ 令和３年度限りの措置として、税額が増加する宅地等（商業地等は負担水準が

60％未満の土地に限り、商業地等以外の宅地等は負担水準が 100％未満の土地に限

る。）及び農地（負担水準が 100％未満の土地に限る。）については、令和３年度の

課税標準額を令和２年度の課税標準額と同額とする。 

 

２ 現行の軽自動車課税の概要 

  現行の軽自動車課税の概要は、次のとおり。地方税法の改正に伴い、環境性能割

及び種別割について、それぞれ下記３及び４のとおり改正する。 

名称 課税の区分 内容 

環境性能割 取得者課税 
３輪以上の軽自動車の環境性能に応じて

課する軽自動車税 

種別割 所有者課税 
軽自動車等の種別、用途、総排気量等の

区分に応じて課する軽自動車税 

 

３ 環境性能割の臨時的軽減に係る適用期限の延長 

(税条例附則第 15項) 

新型コロナウイルス感染症の状況、経済の動向等を勘案し、特定期間内に３輪以

上の軽自動車を取得した場合に、環境性能割の税率が１％軽減される特例措置の適

用期限を９か月延長する。 

【特定期間】 

 改正後 

R1.10/1 ～ R3.3/31 R1.10/1 ～ R3.12/31 

【対象及び税率】 

特例措置の対象となる軽自動車（乗用） 税率 

令和 12年度燃費基準 60％以上達成車で、かつ、令

和 2年度燃費基準達成車のうち、次のいずれかに該当

するもの 

・平成 30年排出ガス基準 50％低減達成車 

・平成 17年排出ガス基準 75％低減達成車 

非課税 

改正前 
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４ グリーン化特例の適用期限の延長及び適用対象の見直し 

（税条例附則第 16項の 6～附則第 16項の 8） 

  令和３年４月１日から令和５年３月３１日までの間に最初の車両番号の指定を受

ける３輪以上の低燃費・低排出ガス軽自動車（営業用乗用軽自動車・軽貨物自動車）

について、当該指定を受ける年度の翌年度分の種別割を次のとおり軽減する。対象

となる軽自動車については、軽自動車の区分に応じ、(1)及び(2)に記載のとおり 

最初の車両番号の指定 グリーン化特例の適用 

令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月 31日 令和 4年度分の種別割に適用 

令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31日 令和 5年度分の種別割に適用 

※ 軽減率は、環境性能に応じ、おおむね７５％、５０％又は２５％

(1) 営業用乗用軽自動車

グリーン化特例の対象となる軽自動車 

軽減率 
 

改正後 

電気自動車 電気自動車 75％ 

75％ 

50％ 

令和 2年度燃費基準+10％達成車 令和12年度燃費基準70％達成車 25％ 

(2) 軽貨物自動車

グリーン化特例の対象となる軽自動車 

軽減率 
 

改正後 

電気自動車 電気自動車 75％ 

天然ガス自動車 75％ 

50％ 

平成 27年度燃費基準+15％達成車 25％ 

※ 平成３０年排出ガス基準５０％低減達成軽自動車又は平成１７年排出ガス

基準７５％低減達成軽自動車に限る。 

改正前

改正前

(※) 

(※) (※) 

天然ガス自動車 天然ガス自動車

令和 2年度燃費基準+30％達成車
(※) 

令和 12年度燃費基準 90％達成車

(※) 

平成 27年度燃費基準+35％達成車
(※) 

天然ガス自動車
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５ 新型コロナウイルス感染症等に係る住宅借入金等特別税額控除の特例期限の延長 

(税条例附則第 45項) 

消費税率１０％が適用される住宅の取得等をして、令和元年１０月１日から令和

２年１２月３１日までの間に、当該住宅を居住の用に供した場合に住宅借入金等特

別税額控除 （※）が１３年適用される特例措置について、令和３年１月１日以降に居

住を開始した場合であっても、次の表の住宅の取得等の区分に応じ、それぞれの期

間内に契約を行い、令和４年１２月３１日までに居住を開始した場合は、当該特例

措置を適用する。 

区分 期間

注文住宅の取得 令和２年１０月１日～令和３年 ９月３０日

建売・中古住宅の取得 令和２年１２月１日～令和３年１１月３０日

増改築等 令和２年１２月１日～令和３年１１月３０日

※ 住宅借入金等特別税額控除

所得税の住宅ローン控除の適用を受けた者について、所得税額から住宅ロー

ン控除可能額を控除しても住宅ローン控除可能額に残額がある場合に、翌年度

の個人住民税額から当該残額を控除する特例措置 
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大
村
市
税
条
例
（
新
旧
対
照
表
）
（
第
１
条
関
係
）

改
正
後

改
正
前

（
寄
附
金
税
額
控
除
）
 

第
２
６
条
の
６
 
所
得
割
の
納
税
義
務
者

が
、
前
年
中
に
法
第
３
１
４
条
の
７

第
１

項
第

１
号

及
び

第
２

号
に

掲
げ

る
寄

附
金

又
は

次
に

掲
げ

る
寄

附
金

（
県

内
に

事
務

所
又

は
事

業
所

を
有

す
る

法
人

又
は

団
体

に
対

す
る

も
の

で
、

か
つ

、
当

該
事

務
所

又
は

事
業

所
に

お
い

て
収

納
さ

れ
た

も
の

に
限

る
。
）
若
し
く
は
金
銭
を
支
出
し
た
場
合
に
は
、
同
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ

に
よ
り
控
除
す
べ
き
額
（
当
該
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
同
条
第
２
項
に
規

定
す
る
特
例
控
除
対
象
寄
附
金
を
支
出
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
控
除

す
べ

き
金

額
に

特
例

控
除

額
を

加
算

し
た

金
額

。
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
控
除
額
」
と
い
う
。
）
を
そ
の
者
の
第
２
６
条
の
３
及
び
前
条
の
規
定
を

適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
当
該
控
除
額
が
当
該
所
得
割
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
控
除

額
は
、
当
該
所
得
割
の
額
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。
 

(
1
)
略

(
2
)
所
得
税
法
施
行
令
（
昭
和
４
０
年
政
令
第
９
６
号
）
第
２
１
７
条
第
１

号
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
に
対
す
る
寄
附
金
（
出
資
に
関
す
る
業
務

に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
を
除
き
、
当
該
法
人
の
主
た
る
目

的
で
あ
る
業
務
に
関
連
す
る
も
の
に
限
る
。
）

(
3
)
所
得
税
法
施
行
令
第
２
１
７
条
第
１
号
の
２
に
規
定
す
る
地
方
独
立
行

政
法
人
に
対
す
る
寄
附
金
（
出
資
に
関
す
る
業
務
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が

明
ら
か
な
も
の
を
除
き
、
当
該
法
人
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
業
務
に
関
連

す
る
も
の
に
限
る
。
）

(
4
)
所
得
税
法
施
行
令
第
２
１
７
条
第
２
号
に
規
定
す
る
法
人
に
対
す
る
寄

附
金
（
法
第
３
１
４
条
の
７
第
１
項
第
２
号
に
掲
げ
る
も
の
及
び
出
資
に

関
す
る
業
務
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
を
除
き
、
当
該
法
人

の
主
た
る
目
的
で
あ
る
業
務
に
関
連
す
る
も
の
に
限
る
。
）

(
5
)
所
得
税
法
施
行
令
第
２
１
７
条
第
３
号
に
規
定
す
る
公
益
社
団
法
人
及

（
寄
附
金
税
額
控
除
）
 

第
２
６
条
の
６
 
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
前
年
中
に
法
第
３
１
４
条
の
７

第
１

項
第

１
号

及
び

第
２

号
に

掲
げ

る
寄

附
金

又
は

次
に

掲
げ

る
寄

附
金

（
県

内
に

事
務

所
又

は
事

業
所

を
有

す
る

法
人

又
は

団
体

に
対

す
る

も
の

で
、

か
つ

、
当

該
事

務
所

又
は

事
業

所
に

お
い

て
収

納
さ

れ
た

も
の

に
限

る
。
）
若
し
く
は
金
銭
を
支
出
し
た
場
合
に
は
、
同
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ

に
よ
り
控
除
す
べ
き
額
（
当
該
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
同
条
第
２
項
に
規

定
す
る
特
例
控
除
対
象
寄
附
金
を
支
出
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
控
除

す
べ

き
金

額
に

特
例

控
除

額
を

加
算

し
た

金
額

。
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
控
除
額
」
と
い
う
。
）
を
そ
の
者
の
第
２
６
条
の
３
及
び
前
条
の
規
定
を

適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
当
該
控
除
額
が
当
該
所
得
割
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
控
除

額
は
、
当
該
所
得
割
の
額
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。
 

(1
)
略

(
2
)
所
得
税
法
施
行
令
（
昭
和
４
０
年
政
令
第
９
６
号
）
第
２
１
７
条
第
１

号
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
に
対
す
る
寄
附
金
（
当
該
法
人
の
主
た
る

目
的
で
あ
る
業
務
に
関
連
す
る
も
の
に
限
る
。
）

(
3
)
所
得
税
法
施
行
令
第
２
１
７
条
第
１
号
の
２
に
規
定
す
る
地
方
独
立
行

政
法
人
に
対
す
る
寄
附
金
（
当
該
法
人
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
業
務
に
関

連
す
る
も
の
に
限
る
。
）

(
4
)
所
得
税
法
施
行
令
第
２
１
７
条
第
２
号
に
規
定
す
る
法
人
に
対
す
る
寄

附
金
（
法
第
３
１
４
条
の
７
第
１
項
第
２
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
き
、
当

該
法
人
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
業
務
に
関
連
す
る
も
の
に
限
る
。
）

(
5
)
所
得
税
法
施
行
令
第
２
１
７
条
第
３
号
に
規
定
す
る
公
益
社
団
法
人
及
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改
正
後

改
正
前

び
公
益
財
団
法
人
（
所
得
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成

２
０
年
政
令
第
１
５
５
号
）
附
則
第
１
３
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
な
お

そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
改
正
前
の
所
得
税
法
施
行
令
第
２
１

７
条
第
１
項
第
２
号
及
び
第
３
号
に
規
定
す
る
民
法
法
人
を
含
む
。
）
に

対
す
る
寄
附
金
（
出
資
に
関
す
る
業
務
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
な

も
の
を
除
き
、
当
該
法
人
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
業
務
に
関
連
す
る
も
の

に
限
る
。
）
 

(
6
)
所
得
税
法
施
行
令
第
２
１
７
条
第
４
号
に
規
定
す
る
学
校
法
人
に
対
す

る
寄
附
金
（
出
資
に
関
す
る
業
務
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の

を
除
き
、
当
該
法
人
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
業
務
に
関
連
す
る
も
の
に
限

る
。
）

(
7
)
所
得
税
法
施
行
令
第
２
１
７
条
第
５
号
に
規
定
す
る
社
会
福
祉
法
人
に

対
す
る
寄
附
金
（
法
第
３
１
４
条
の
７
第
１
項
第
２
号
に
掲
げ
る
も
の
及

び
出
資
に
関
す
る
業
務
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
を
除
き
、

当
該
法
人
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
業
務
に
関
連
す
る
も
の
に
限
る
。
）

(
8
)
所
得
税
法
施
行
令
第
２
１
７
条
第
６
号
に
規
定
す
る
更
生
保
護
法
人
に

対
す
る
寄
附
金
（
出
資
に
関
す
る
業
務
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
な

も
の
を
除
き
、
当
該
法
人
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
業
務
に
関
連
す
る
も
の

に
限
る
。
）

(
9
)
略

(
1
0)

租
税

特
別

措
置

法
（

昭
和

３
２

年
法

律
第

２
６

号
）

第
４

１
条

の
１

８
の
２
第
２
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
に
関
す
る
寄
附
金
（
そ
の

寄
附
を
し
た
者
に
特
別
の
利
益
が
及
ぶ
と
認
め
ら
れ
る
も
の
及
び
出
資
に

関
す
る
業
務
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
を
除
く
。
）

２
 
略
 

（
個
人
の
市
民
税
に
係
る
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
）
 

第
２
８
条
の
３
の
２
 
略
 

２
・
３
 
略
 

び
公
益
財
団
法
人
（
所
得
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成

２
０
年
政
令
第
１
５
５
号
）
附
則
第
１
３
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
な
お

そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
改
正
前
の
所
得
税
法
施
行
令
第
２
１

７
条
第
１
項
第
２
号
及
び
第
３
号
に
規
定
す
る
民
法
法
人
を
含
む
。
）
に

対
す
る
寄
附
金
（
当
該
法
人
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
業
務
に
関
連
す
る
も

の
に
限
る
。
）
 

(
6
)
所
得
税
法
施
行
令
第
２
１
７
条
第
４
号
に
規
定
す
る
学
校
法
人
に
対
す

る
寄
附
金
（
当
該
法
人
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
業
務
に
関
連
す
る
も
の
に

限
る
。
）

(
7
)
所
得
税
法
施
行
令
第
２
１
７
条
第
５
号
に
規
定
す
る
社
会
福
祉
法
人
に

対
す
る
寄
附
金
（
法
第
３
１
４
条
の
７
第
１
項
第
２
号
に
掲
げ
る
も
の
を

除
き

、
当

該
法

人
の

主
た

る
目

的
で

あ
る

業
務

に
関

連
す

る
も

の
に

限

る
。
）

(
8
)
所
得
税
法
施
行
令
第
２
１
７
条
第
６
号
に
規
定
す
る
更
生
保
護
法
人
に

対
す
る
寄
附
金
（
当
該
法
人
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
業
務
に
関
連
す
る
も

の
に
限
る
。
）

(
9
)
略

(
1
0)

租
税

特
別

措
置

法
（

昭
和

３
２

年
法

律
第

２
６

号
）

第
４

１
条

の
１

８
の
２
第
２

項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
に
関
す
る
寄
附
金
（
そ
の

寄
附
を
し
た
者
に
特
別
の
利
益
が
及
ぶ
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
）

２
 
略
 

（
個
人
の
市
民
税
に
係
る
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
）
 

第
２
８
条
の
３
の
２
 
略
 

２
・
３
 
略
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改
正
後

改
正
前

４
 
給
与
所
得
者
は
、
第
１
項
及
び
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
の
提
出
の

際
に
経
由
す
べ
き
給
与
支
払
者
が
令
第
４
８
条
の
９
の
７
の
２
に
お
い
て
準

用
す
る
令
第
８
条
の
２
の
２
に
規
定
す
る
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
施
行

規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
申
告
書
の
提
出
に
代
え
て
、
当
該
給

与
支
払
者
に
対
し
、
当
該
申
告
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
磁
的
方
法
（
電

子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す

る
方
法
で
あ
っ
て
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
次
条
第
４
項
及
び
第

３
５

条
の

８
第

３
項

に
お

い
て

同
じ

。
）

に
よ

り
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

５
 
略
 

（
個
人
の
市
民
税
に
係
る
公
的
年
金
等
受
給
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
）
 

第
２
８
条
の
３
の
３
 
略
 

２
・
３
 
略
 

４
 
公
的
年
金
等
受
給
者
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
の
提
出
の
際
に

経
由
す
べ
き
公
的
年
金
等
支
払
者
が
令
第
４
８
条
の
９
の
７
の
３
に
お
い
て

準
用
す
る
令
第
８
条
の
２
の
２
に
規
定
す
る
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
施

行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
申
告
書
の
提
出
に
代
え
て
、
当
該

公
的
年
金
等
支
払
者
に
対
し
、
当
該
申
告
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
磁
的

方
法
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

５
 
略
 

（
特
別
徴
収
税
額
）
 

第
３
５
条
の
７
 
第
３
５
条
の
６
の
規
定
に
よ
り
徴
収
す
べ
き
分
離
課
税
に
係

る
所
得
割
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号

に
掲
げ
る
税
額
と
す
る
。
 

(
1
)
退
職
手
当
等
の
支
払
を
受
け
る
者
が
提
出
し
た
次
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
る
申
告
書
（
以
下
こ
の
条
、
次
条
第
２
項
及
び
第
３
項
並
び
に
第
３
５

条
の
９
第
１
項
に
お
い
て
「
退
職
所
得
申
告
書
」
と
い
う
。
）
に
、
そ
の

４
 
給
与
所
得
者
は
、
第
１
項
及
び
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
の
提
出
の

際
に
経
由
す
べ
き
給
与
支
払
者
が
所
得
税
法
第
１
９
８
条
第
２
項
に
規
定
す

る
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
の
承
認
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
施
行
規
則

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
申
告
書
の
提
出
に
代
え
て
、
当
該
給
与
支

払
者
に
対
し
、
当
該
申
告
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
磁
的
方
法
（
電
子
情

報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方

法
で
あ
っ
て
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
次
条
第
４
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

５
 
略
 

（
個
人
の
市
民
税
に
係
る
公
的
年
金
等
受
給
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
）
 

第
２
８
条
の
３
の
３
 
略
 

２
・
３
 
略
 

４
 
公
的
年
金
等
受
給
者
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
の
提
出
の
際
に

経
由
す
べ
き
公
的
年
金
等
支
払
者
が
所
得
税
法
第
２
０
３
条
の
６
第
６
項
に

規
定
す
る
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
の
承
認
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
施

行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
申
告
書
の
提
出
に
代
え
て
、
当
該

公
的
年
金
等
支
払
者
に
対
し
、
当
該
申
告
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
磁
的

方
法
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

５
 
略
 

（
特
別
徴
収
税
額
）
 

第
３
５
条
の
７
 
第
３
５
条
の
６
の
規
定
に
よ
り
徴
収
す
べ
き
分
離
課
税
に
係

る
所
得
割
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号

に
掲
げ
る
税
額
と
す
る
。
 

(
1
)
退
職
手
当
等
の
支
払
を
受
け
る
者
が
提
出
し
た
次
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
る
申
告
書
（
以
下
本
条
、
次
条
第
２
項
及
び
第
３
５
条
の
９
第
１
項
に

お
い
て
「
退
職
所
得
申
告
書
」
と
い
う
。
）
に
、
そ
の
支
払
う
べ
き
こ
と

（ 23 ）



改
正
後

改
正
前

支
払
う
べ
き
こ
と
が
確
定
し
た
年
に
お
い
て
支
払
う
べ
き
こ
と
が
確
定
し

た
他
の
退
職
手
当
等
で
既
に
支
払
が
さ
れ
た
も
の
（
次
号
及
び
次
条
第
１

項
に
お
い
て
「
支
払
済
み
の
他
の
退
職
手
当
等
」
と
い
う
。
）
が
な
い
旨

の
記
載
が
あ
る
場
合
 
そ
の
支
払
う
退
職
手
当
等
の
金
額
に
つ
い
て
第
３

５
条
の
２
及
び
第
３
５
条
の
３
の
規
定
を
適
用
し
て
計
算
し
た
税
額
 

(
2
)
略

２
 
略
 

（
退
職
所
得
申
告
書
）
 

第
３
５
条
の
８
 
略
 

２
 
略
 

３
 
第
１
項
の
退
職
手
当
等
の
支
払
を
受
け
る
者
は
、
退
職
所
得
申
告
書
の
提

出
の
際
に
経
由
す
べ
き
退
職
手
当
等
の
支
払
を
す
る
者
が
令
第
４
８
条
の
１

８
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
８
条
の
２
の
２
に
規
定
す
る
要
件
を
満
た
す
場

合
に
は
、
施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
退
職
所
得
申
告
書
の

提
出
に
代
え
て
、
当
該
退
職
手
当
等
の
支
払
を
す
る
者
に
対
し
、
当
該
退
職

所
得
申
告
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
 

４
 
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
２
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
項
中
「
退
職
所
得
申
告
書
が
」
と
あ
る
の
は
「
退
職
所
得
申
告

書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
」
と
、
「
支
払
を
す
る
者
に
受
理
さ
れ
た
と
き
」

と
あ
る
の
は
「
支
払
を
す
る
者
が
提
供
を
受
け
た
と
き
」
と
、
「
受
理
さ
れ

た
時
」
と
あ
る
の
は
「
提
供
を
受
け
た
時
」
と
す
る
。
 

（
環
境
性
能
割
の
税
率
）
 

第
６
３
条
の
５
 
次
の
各
号
に
掲
げ
る
３
輪
以
上
の
軽
自
動
車
に
対
し
て
課
す

る
環
境
性
能
割
の
税
率
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
率
と
す
る
。
 

(
1
)
法
第
４
５
１
条
第
１
項
（
同
条
第
４
項
又
は
第
５
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
 
１
０
０
分
の
１

が
確
定
し
た
年
に
お
い
て
支
払
う
べ
き
こ
と
が
確
定
し
た
他
の
退
職
手
当

等
で
既
に
支
払
が
さ
れ
た
も
の
（
次
号
及
び
次
条
第
１
項
に
お
い
て
「
支

払
済
み
の
他
の
退
職
手
当
等
」
と
い
う
。
）
が
な
い
旨
の
記
載
が
あ
る
場

合
 
そ
の
支
払
う
退
職
手
当
等
の
金
額
に
つ
い
て
第
３
５
条
の
２
及
び
第

３
５
条
の
３
の
規
定
を
適
用
し
て
計
算
し
た
税
額
 

(
2
)
略

２
 
略
 

（
退
職
所
得
申
告
書
）
 

第
３
５
条
の
８
 
略
 

２
 
略
 

（
環
境
性
能
割
の
税
率
）
 

第
６
３
条
の
５
 
次
の
各
号
に
掲
げ
る
３
輪
以
上
の
軽
自
動
車
に
対
し
て
課
す

る
環
境
性
能
割
の
税
率
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
率
と
す
る
。
 

(
1
)
法
第
４
５

１
条
第
１
項
（
同
条
第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
 
１
０
０
分
の
１

（ 24 ）



改
正
後

改
正
前

(
2
)
法
第
４
５
１
条
第
２
項
（
同
条
第
４
項
又
は
第
５
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
 
１
０
０
分
の
２

(
3
)
略 附

 
則
 

１
～
４
 
略
 

（
宅
地
等
に
対
し
て
課
す
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分

の
固
定
資
産
税
の
特
例
）
 

５
 
宅
地
等
に
係
る
令
和
３
年
度
か
ら
令

和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定

資
産
税
の
額
は
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
が
、

当
該
宅
地
等
の
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産

税
の
課
税
標
準
額
に
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の

課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
の
２
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ

る
と
き
は
、
当
該
価
格
に
同
条
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
。
次
項
か
ら

附
則
第
５
項
の
５
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
１
０
０
分
の
５
を
乗
じ
て
得

た
額
を
加
算
し
た
額
（
令
和
３
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
あ
っ
て
は
、
前
年

度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
）
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固

定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５

条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に

こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当

該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け

る
固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
」
と
い
う
。
）
を

超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。
 

５
の
２
 
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
に
係
る
令
和
４
年
度
分
及

び
令
和
５
年
度
分
の
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
固

定
資
産
税
額
が
、
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
１
０
分
の
６
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地

等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
又
は
附
則

(
2
)
法
第
４
５
１
条
第
２
項
（
同
条
第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
 
１
０
０
分
の
２

(
3
)
略 附

 
則
 

１
～
４
 
略
 

（
宅
地
等
に
対
し
て
課
す
る
平
成
３
０
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
各
年
度

分
の
固
定
資
産
税
の
特
例
）
 

５
 
宅
地
等
に
係
る
平
成
３
０
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固

定
資

産
税

の
額

は
、

当
該

宅
地

等
に

係
る

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
額

が
、
当
該
宅
地
等
の
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定

資
産
税
の
課
税
標
準
額
に
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産

税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
の
２
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等

で
あ
る
と
き
は
、
当
該
価
格
に
同
条
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
。
次
項

か
ら
附
則
第
５
項
の
５
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
１
０
０
分
の
５
を
乗
じ

て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で

の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規

定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産

税
額
（
以
下
「
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合

に
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。
 

５
の
２
 
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
に
係
る
平
成
３
０
年
度
か

ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
は
、
当
該

宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固

定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
１
０
分
の
６
を
乗
じ
て
得
た
額

（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
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改
正
後

改
正
前

第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で

あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）

を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る

べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
同
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。
 

５
の
３
 
附
則
第
５
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
に
係
る
令
和
４
年
度

分
及
び
令
和
５
年
度
分
の
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
は
、
当
該
宅
地
等
調

整
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の

課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
１
０
分
の
２
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
宅
地

等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
又
は
附
則

第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ

る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を

当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き

額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
同
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。
 

５
の
４
 
商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
の
負
担
水
準
が
０
．

６
以
上
０
．
７
以
下
の
も
の
に
係
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の

各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
額
は
、
附
則
第
５
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資

産
税
の
課
税
標
準
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の

規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
前
年
度
分
の
固
定
資
産

税
の
課
税
標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当

該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き

額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。
 

５
の
５
 
商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
の
負
担
水
準
が
０
．

７
を
超
え
る
も
の
に
係
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分

の
固
定
資

産
税
の
額
は
、
附
則
第
５
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
業

地
等
に
係

る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に

の
３
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け

る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗

じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
を
超
え
る
場

合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。
 

５
の
３
 
附
則
第
５
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
に
係
る
平
成
３
０
年

度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
は
、

当
該
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
１
０
分
の
２
を
乗
じ
て
得
た

額
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条

の
３
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け

る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ

て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標

準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
に
満
た
な
い
場
合

に
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。
 

５
の
４
 
商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
の
負
担
水
準
が
０
．

６
以
上
０
．
７
以
下
の
も
の
に
係
る
平
成
３
０
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で

の
各

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の

額
は

、
附

則
第

５
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固

定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま

で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
前
年
度
分
の
固
定

資
産
税
の
課
税
標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）

を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る

べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。
 

５
の
５
 
商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
の
負
担
水
準
が
０
．

７
を
超
え
る
も
の
に
係
る
平
成
３
０
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
各
年
度

分
の
固
定
資
産
税
の
額
は
、
附
則
第
５
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商

業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
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改
正
後

改
正
前

１
０
分
の
７
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の

３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ

れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当

該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け

る
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。
 

５
の
６
 
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
３
年
法
律
第
７
号
）

附
則
第
１
４
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の

各
年
度
分

の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
法
附
則
第
１
８
条
の
３
の
規
定
を

適
用
し
な
い
こ
と
と
す
る
。
 

（
農
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の

固
定
資
産
税
の
特
例
）
 

６
 
農
地
に
係
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和

５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資

産
税
の
額
は
、
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該

農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税

の
課
税
標
準
額
（
当
該
農
地
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第

３
４
９
条
の
３
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
農
地
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
課
税
標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に

定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
、
当
該

農
地
の
当
該
年
度
の
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
負
担
水
準
の
区
分
に
応
じ
、

同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
負
担
調
整
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
令
和
３
年
度
分
の

固
定
資
産
税
に
あ
っ
て
は
、
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
）
を

当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額

と
し

た
場

合
に

お
け

る
固

定
資

産
税

額
（

以
下

「
農

地
調

整
固

定
資

産
税

額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
農
地
調
整
固
定
資
産
税
額
と

す
る
。
 

略
 

（
土
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の

固
定
資
産
税
の
特
例
に
関
す
る
用
語
の
意
義
）
 

に
１
０
分
の
７
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定

資
産
税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条

の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に

こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る

当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お

け
る
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。
 

５
の

６
 

地
方

税
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
（

平
成

３
０

年
法

律
第

３

号
）
附
則
第
２
２
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
３
０
年
度
か
ら
令
和
２
年
度

ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
法
附
則
第
１
８
条
の
３
の

規
定
を
適
用
し
な
い
こ
と
と
す
る
。
 

（
農
地
に
対
し
て
課
す
る
平
成
３
０
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
各
年
度
分

の
固
定
資
産
税
の
特
例
）
 

６
 
農
地
に
係
る
平
成
３
０
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定

資
産
税
の
額
は
、
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
が
、
当

該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産

税
の
課
税
標
準
額
（
当
該
農
地
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法

第
３
４
９
条
の
３
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
農
地
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
課
税
標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定

に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
当
該
農
地
の
当
該
年
度
の
次
の
表
の

左
欄
に
掲
げ
る
負
担
水
準
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
負
担
調

整
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
額

と
し

た
場

合
に

お
け

る
固

定
資

産
税

額
（

以
下

「
農
地
調
整
固
定
資
産
税
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
農

地
調
整
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。
 

略
 

（
土
地
に
対
し
て
課
す
る
平
成
３
０
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
各
年
度
分

の
固
定
資
産
税
の
特
例
に
関
す
る
用
語
の
意
義
）
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改
正
後

改
正
前

７
 
略
 

８
～
８
の
３
 
略
 

（
特
別
土
地
保
有
税
の
課
税
の
特
例
）
 

９
 
附
則
第
５
項
か
ら
第
５
項
の
５
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
宅
地
等
（
附

則
第
７
項
第
２
号
に
掲
げ
る
宅
地
等
を
い
う
も
の
と
し
、
法
第
３
４
９
条
の

３
、
第
３
４
９
条
の
３
の
２
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で

の
規
定
の
適
用
が
あ
る
宅
地
等
を
除
く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
令
和
３
年
度

か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
特
別
土
地
保
有
税
に
つ
い
て
は
、
第

１
２
４
条
第
１
号
中
「
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ

き
価
格
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
附
則
第
５

項
か

ら
第

５
項

の
５

ま
で

に
規

定
す

る
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

額
」

と
す

る
。
 

９
の
２
 
法
附
則
第
１
１
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
宅
地
評
価
土
地
の
取
得

の
う
ち
平
成
１
８
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
さ

れ
た
も
の
に
対
し
て
課
す
る
特
別
土
地
保
有
税
に
つ
い
て
は
、
第
１
２
４
条

第
２

号
中

「
不

動
産

取
得

税
の

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
価

格
」

と
あ

る
の

は
、
「
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
（
法
附
則
第
１
１
条

の
５
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
課
税
標
準

と
な

る
べ

き
価

格
を

い
う

。
）

の
２

分
の

１
を

乗
じ

て
得

た
額

」
と

し
、

「
令
第
５
４
条
の
３
８
第
１
項
に
規
定
す
る
価
格
」
と
あ
る
の
は
、
「
令
第

５
４
条
の
３
８
第
１
項
に
規
定
す
る
価
格
（
法
附
則
第
１
１
条
の
５
第
１
項

の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
価
格
を
い
う
。
）
に
２

分
の
１
を
乗
じ
て
得
た
額
」
と
す
る
。
 

９
の
３
～
１
０
の
３
 
略
 

１
０
の
４
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
３
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め

る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す
る
。
 

１
０
の
５
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
４
項
第
１
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例

７
 
略
 

８
～
８
の
３
 
略
 

（
特
別
土
地
保
有
税
の
課
税
の
特
例
）
 

９
 
附
則
第
５
項
か
ら
第
５
項
の
５
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
宅
地
等
（
附

則
第
７
項
第
２
号
に
掲
げ
る
宅
地
等
を
い
う
も
の
と
し
、
法
第
３
４
９
条
の

３
、
第
３
４
９
条
の
３
の
２
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で

の
規
定
の
適
用
が
あ
る
宅
地
等
を
除
く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
平
成
３
０
年

度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
特
別
土
地
保
有
税
に
つ
い
て
は
、

第
１
２
４
条
第
１
号
中
「
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る

べ
き
価
格
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
附
則
第

５
項
か
ら
第
５
項
の
５
ま
で
に
規
定
す
る
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
」
と
す

る
。
 

９
の
２
 
法
附
則
第
１
１
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
宅
地
評
価
土
地
の
取
得

の
う
ち
平
成
１
８
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
さ

れ
た
も
の
に
対
し
て
課
す
る
特
別
土
地
保
有
税
に
つ
い
て
は
、
第
１
２
４
条

第
２

号
中

「
不

動
産

取
得

税
の

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
価

格
」

と
あ

る
の

は
、
「
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
（
法
附
則
第
１
１
条

の
５
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
課
税
標
準

と
な

る
べ

き
価

格
を

い
う

。
）

の
２

分
の

１
を

乗
じ

て
得

た
額

」
と

し
、

「
令
第
５
４
条
の
３
８
第
１
項
に
規
定
す
る
価
格
」
と
あ
る
の
は
、
「
令
第

５
４
条
の
３
８
第
１
項
に
規
定
す
る
価
格
（
法
附
則
第
１
１
条
の
５
第
１
項

の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
価
格
を
い
う
。
）
に
２

分
の
１
を
乗
じ
て
得
た
額
」
と
す
る
。
 

９
の
３
～
１
０
の
３
 
略
 

１
０
の
４
 
法
附
則
第
１
５
条
第
８
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る

割
合
は
、
４
分
の
３
と
す
る
。
 

１
０
の
５
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
６
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め

る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す
る
。
 

１
０
の
６
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
７
項
第
１
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例

（ 28 ）



改
正
後

 
改
正
前

 

で
定
め
る
割
合
は
３
分
の
２
と
す
る
。
 

１
０
の
６
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
４
項
第
２
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例

で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す
る
。
 

１
０
の
７
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
４
項
第
３
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例

で
定
め
る
割
合
は
２
分
の
１
と
す
る
。
 

１
０
の
８
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
５
項
第
１
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例

で
定
め
る
割
合
は
３
分
の
２
と
す
る
。
 

１
０
の
９
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
５
項
第
２
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例

で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す
る
。
 

１
０
の
１
０
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
７
項
第
１
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
３
分
の
２
と
す

る
。
 

１
０
の
１
１
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
７
項
第
１
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
３
分
の
２
と
す

る
。
 

１
０
の
１
２
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
７
項
第
１
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

３
分

の
２

と
す

る
。
 

１
０
の
１
３
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
７
項
第
１
号
ニ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

３
分

の
２

と
す

る
。
 

１
０
の
１
４
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
７
項
第
２
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

４
分

の
３

と
す

る
。
 

１
０
の
１
５
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
７
項
第
２
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

４
分

の
３

と
す

る
。
 

１
０
の
１
６
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
７
項
第
２
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

４
分

の
３

と
す

で
定
め
る
割
合
は
３
分
の
２
と
す
る
。
 

１
０
の
７
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
７
項
第
２
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例

で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す
る
。
 

１
０
の
８
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
７
項
第
３
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例

で
定
め
る
割
合
は
２
分
の
１
と
す
る
。
 

１
０
の
９
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
８
項
第
１
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例

で
定
め
る
割
合
は
３
分
の
２
と
す
る
。
 

１
０
の
１
０
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
８
項
第
２
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条

例
で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す
る
。
 

１
０
の
１
１
 
法
附
則
第
１
５
条
第
３
０
項
第
１
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
３
分
の
２
と
す

る
。
 

１
０
の
１
２
 
法
附
則
第
１
５
条
第
３
０
項
第
１
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
３
分
の
２
と
す

る
。
 

１
０
の
１
３
 
法
附
則
第
１
５
条
第
３
０
項
第
１
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

３
分

の
２

と
す

る
。
 

１
０
の
１
４
 
法
附
則
第
１
５
条
第
３
０
項
第
１
号
ニ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

３
分

の
２

と
す

る
。
 

１
０
の
１
５
 
法
附
則
第
１
５
条
第
３
０
項
第
２
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

４
分

の
３

と
す

る
。
 

１
０
の
１
６
 
法
附
則
第
１
５
条
第
３
０
項
第
２
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

４
分

の
３

と
す

る
。
 

１
０
の
１
７
 
法
附
則
第
１
５
条
第
３
０
項
第
２
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

４
分

の
３

と
す

（ 29 ）



改
正
後

改
正
前

る
。
 

１
０
の
１
７
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
７
項
第
３
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す

る
。
 

１
０
の
１
８
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
７
項
第
３
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す

る
。
 

１
０
の
１
９
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
７
項
第
３
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す

る
。
 

１
０
の
２
０
 
法
附
則
第
１
５
条
第
３
０
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定

め
る
割
合
は
、
３
分
の
２
と
す
る
。
 

１
０
の
２
１
 
法
附
則
第
１
５
条
第
３
４
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定

め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す
る
。
 

１
０
の
２
２
 
法
附
則
第
１
５
条
第
３
５
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定

め
る
割
合
は
、
３
分
の
２
と
す
る
。
 

１
０
の
２
３
 
法
附
則
第
１
５
条
第
４
２
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定

め
る
割
合
は
、
３
分
の
２
と
す
る
。
 

１
０
の
２
４
 
略
 

１
０
の
２
５
 
略
 

（
令
和
４
年
度
又
は
令
和
５
年
度
に
お
け
る
土
地
の
価
格
の
特
例
）
 

１
０
の
２
６
 
市
の
区
域
内
の
自
然
的
及
び
社
会
的
条
件
か
ら
み
て
類
似
の
利

用
価
値
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
に
お
い
て
地
価
が
下
落
し
、
か
つ
、

市
長
が
土
地
の
修
正
前
の
価
格
（
法
附
則
第
１
７
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す

る
修
正
前
の
価
格
を
い
う
。
）
を
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準

と
す
る
こ
と
が
固
定
資
産
税
の
課
税
上
著
し
く
均
衡
を
失
す
る
と
認
め
る
場

合
に
お
け
る
当
該
土
地
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、
法

る
。
 

１
０
の
１
８
 
法
附
則
第
１
５
条
第
３
０
項
第
３
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す

る
。
 

１
０
の
１
９
 
法
附
則
第
１
５
条
第
３
０
項
第
３
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す

る
。
 

１
０
の
２
０
 
法
附
則
第
１
５
条
第
３
０
項
第
３
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す

る
。
 

１
０
の
２
１
 
法
附
則
第
１
５
条
第
３
４
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定

め
る
割
合
は
、
３
分
の
２
と
す
る
。
 

１
０
の
２
２
 
法
附
則
第
１
５
条
第
３
８
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定

め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す
る
。
 

１
０
の
２
３
 
法
附
則
第
１
５
条
第
３
９
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定

め
る
割
合
は
、
３
分
の
２
と
す
る
。
 

１
０
の
２
４
 
法
附
則
第
１
５
条
第
４
１
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定

め
る
割
合
は
零
と
す
る
。
 

１
０
の
２
５
 
法
附
則
第
１
５
条
第
４
７
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定

め
る
割
合
は
、
３
分
の
２
と
す
る
。
 

１
０
の
２
６
 
略
 

１
０
の
２
７
 
略
 

（
令
和
元
年
度
又
は
令
和
２
年
度
に
お
け
る
土
地
の
価
格
の
特
例
）
 

１
０
の
２
８
 
市
の
区
域
内
の
自
然
的
及
び
社
会
的
条
件
か
ら
み
て
類
似
の
利

用
価
値
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
に
お
い
て
地
価
が
下
落
し
、
か
つ
、

市
長
が
土
地
の
修
正
前
の
価
格
（
法
附
則
第
１
７
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す

る
修
正
前
の
価
格
を
い
う
。
）
を
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準

と
す
る
こ
と
が
固
定
資
産
税
の
課
税
上
著
し
く
均
衡
を
失
す
る
と
認
め
る
場

合
に
お
け
る
当
該
土
地
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、
法

（ 30 ）



改
正
後

改
正
前

第
３
４
９
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
４
年
度
分
又
は
令
和
５
年
度
分

の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
当
該
土
地
の
修
正
価
格
（
法
附
則
第
１
７
条
の
２

第
１
項
に
規
定
す
る
修
正
価
格
を
い
う
。
）
で
土
地
課
税
台
帳
等
に
登
録
さ

れ
た
も
の
と
す
る
。
 

１
０
の
２
７
 
法
附
則
第
１
７
条
の
２
第
２
項
に
規
定
す
る
令
和
４
年
度
適
用

土
地
又
は
令
和
４
年
度
類
似
適
用
土
地
で
あ
っ
て
、
令
和
５
年
度
分
の
固
定

資
産
税
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
に
対

し
て
課
す
る
同
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、
法
第
３
４
９
条
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
修
正
さ
れ
た
価
格
（
法
附
則
第
１
７
条
の
２
第
２
項

に
規
定
す
る
修
正
さ
れ
た
価
格
を
い
う
。
）
で
土
地
課
税
台
帳
等
に
登
録
さ

れ
た
も
の
と
す
る
。
 

（
新
築
住
宅
等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
額
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
が
す
べ
き
申
告
）
 

１
０
の
２
８
 
略
 

１
０
の
２
９
 
略
 

１
０
の
３
０
 
略
 

１
０
の
３
１
 
略
 

１
０
の
３
２
 
略
 

１
０
の
３
３
 
略
 

１
０
の
３
４
 
略
 

１
０
の
３
５
 
略
 

１
０
の
３
６
 
略
 

１
０
の
３
７
 
略
 

１
０
の
３
８
 
略
 

１
０
の
３
９
 
略
 

１
０
の
４
０
 
略
 

１
１
～
１
４
の
３
 
略
 

（
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
非
課
税
）
 

１
５
 
法
第
４
５
１
条
第
１
項
第
１
号
（
同
条
第
４
項
又
は
第
５
項
に
お
い
て

第
３
４
９
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
元
年
度
分
又
は
令
和
２
年
度
分

の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
当
該
土
地
の
修
正
価
格
（
法
附
則
第
１
７
条
の
２

第
１
項
に
規
定
す
る
修
正
価
格
を
い
う
。
）
で
土
地
課
税
台
帳
等
に
登
録
さ

れ
た
も
の
と
す
る
。
 

１
０
の
２
９
 
法
附
則
第
１
７
条
の
２
第
２
項
に
規
定
す
る
令
和
元
年
度
適
用

土
地
又
は
令
和
元
年
度
類
似
適
用
土
地
で
あ
っ
て
、
令
和
２
年
度
分
の
固
定

資
産
税
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
に
対

し
て
課
す
る
同
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、
法
第
３
４
９
条
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
修
正
さ
れ
た
価
格
（
法
附
則
第
１
７
条
の
２
第
２
項

に
規
定
す
る
修
正
さ
れ
た
価
格
を
い
う
。
）
で
土
地
課
税
台
帳
等
に
登
録
さ

れ
た
も
の
と
す
る
。
 

（
新
築
住
宅
等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
額
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
が
す
べ
き
申
告
）
 

１
０
の
３
０
 
略
 

１
０
の
３
１
 
略
 

１
０
の
３
２
 
略
 

１
０
の
３
３
 
略
 

１
０
の
３
４
 
略
 

１
０
の
３
５
 
略
 

１
０
の
３
６
 
略
 

１
０
の
３
７
 
略
 

１
０
の
３
８
 
略
 

１
０
の
３
９
 
略
 

１
０
の
４
０
 
略
 

１
０
の
４
１
 
略
 

１
０
の
４
２
 
略
 

１
１
～
１
４
の
３
 
略
 

（
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
非
課
税
）
 

１
５
 
法
第
４
５
１
条
第
１
項
第
１
号
（
同
条
第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

（ 31 ）



改
正
後

改
正
前

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
掲
げ
る
３
輪
以
上
の
軽
自
動
車
（
自
家
用
の

も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
て
は
、
当
該
３
輪

以
上
の
軽
自
動
車
の
取
得
が
令
和
元
年
１
０
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
１
２
月

３
１
日
ま
で
の
間
（
附
則
第
１
５
項
の
１
１
に
お
い
て
「
特
定
期
間
」
と
い

う
。
）
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第
６
３
条
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
を
課
さ
な
い
。
 

１
５
の
２
 
略
 

１
５
の
３
 
県
知
事
は
、
当
分
の
間
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
軽
自
動
車
税

の
環
境
性

能
割
の
賦
課
徴
収
に
関
し
、
３
輪
以
上
の
軽
自
動
車
が
法
第
４
４

６
条

第
１

項
（

同
条

第
２

項
又

は
第

３
項

に
お

い
て

準
用

す
る

場
合

を
含

む
。
）
又
は
法
第
４
５
１
条
第
１
項
若
し
く
は
第
２
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を

同
条
第
４
項
又
は
第
５
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
適
用
を

受
け
る
３
輪
以
上
の
軽
自
動
車
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
す
る
と
き

は
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
等
（
法
附
則
第
２
９
条
の
９
第
３
項
に
規
定
す

る
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
等
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
基
づ
き

当
該
判
断
を
す
る
も
の
と
す
る
。
 

１
５
の
４
～
１
５
の
１
１
 
略
 

（
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
の
税
率
の
特
例
）
 

１
６
 
法
附
則
第
３
０
条
第
１
項
に
規
定
す
る
３
輪
以
上
の
軽
自
動
車
に
対
す

る
当
該
軽

自
動
車
が
最
初
の
法
第
４
４
４
条
第
３
項
に
規
定
す
る
車
両
番
号

の
指
定
（
次
項
か
ら
附
則
第
１
６
項
の
８
ま
で
に
お
い
て
「
初
回
車
両
番
号

指
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
月
か
ら
起
算
し
て
１
４
年
を
経
過
し
た
月
の

属
す
る
年
度
以
後
の
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
係
る
第
６
５
条
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
同
条
の

規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る

字
句
と
す
る
。
 

略
 

１
６
の
２
 
法
附
則
第
３
０
条
第
２
項
第
１
号
及
び
第
２
号
に
掲
げ
る
３
輪
以

上
の
軽
自

動
車
に
対
す
る
第
６
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
軽

合
を

含
む

。
）

に
掲

げ
る

３
輪

以
上

の
軽

自
動

車
（

自
家

用
の

も
の

に
限

る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
て
は
、
当
該
３
輪
以
上
の
軽

自
動
車
の
取
得
が
令
和
元
年
１
０
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
３
１
日
ま
で

の
間
（
附
則
第
１
５
項
の
１
１
に
お
い
て
「
特
定
期
間
」
と
い
う
。
）
に
行

わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第
６
３
条
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
軽
自
動

車
税
の
環
境
性
能
割
を
課
さ
な
い
。
 

１
５
の
２
 
略
 

１
５
の
３
 
県
知
事
は
、
当
分
の
間
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
軽
自
動
車
税

の
環
境
性
能
割
の
賦
課
徴
収
に
関
し
、
３
輪
以
上
の
軽
自
動
車
が
法
第
４
４

６
条
第
１
項
（
同
条
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
法

第
４
５
１
条
第
１
項
若
し
く
は
第
２
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
４
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
適
用
を
受
け
る
３
輪
以
上
の
軽
自
動

車
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
す
る
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
定

等
（
法
附
則
第
２
９
条
の
９
第
３
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
等

を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
基
づ
き
当
該
判
断
を
す
る
も
の
と
す

る
。
 

１
５
の
４
～
１
５
の
１
１
 
略
 

（
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
の
税
率
の
特
例
）
 

１
６
 
法
附
則
第
３
０
条
第
１
項
に
規
定
す
る
３
輪
以
上
の
軽
自
動
車
に
対
す

る
当
該
軽
自
動
車
が
最
初
の
法
第
４
４
４
条
第
３
項
に
規
定
す
る
車
両
番
号

の
指
定
（
次
項
か
ら
附
則
第
１
６
項
の
５
ま
で
に
お
い
て
「
初
回
車
両
番
号

指
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
月
か
ら
起
算
し
て
１
４
年
を
経
過
し
た
月
の

属
す
る
年
度
以
後
の
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
係
る
第
６
５
条
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
同
条
の

規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る

字
句
と
す
る
。
 

略
 

１
６
の
２
 
法
附
則
第
３
０
条
第
２
項
第
１
号
及
び
第
２
号
に
掲
げ
る
３
輪
以

上
の
軽
自
動
車
に
対
す
る
第
６
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
軽

（ 32 ）



改
正
後

改
正
前

自
動
車
が
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
初

回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
３
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種

別
割
に
限
り
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲

げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。
 

略
 

１
６
の
３
 
法
附
則
第
３
０
条
第
３
項
第
１
号
及
び
第
２
号
に
掲
げ
る
法
第
４

４
６
条
第
１
項
第
３
号
に
規
定
す
る
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
（
以
下
こ
の
項
、

次
項
、
附
則
第
１
６
項
の
７
及
び
第
１
６
項
の
８
に
お
い
て
「
ガ
ソ
リ
ン
軽

自
動
車
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
３
輪
以
上
の
も
の
に
対
す
る
第
６
５
条
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
が
令
和
２
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
３
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場

合
に
は
令
和
３
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
次
の
表
の
左
欄

に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

の
右
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。
 

略
 

１
６
の
４
 
法
附
則
第
３
０
条
第
４
項
第

１
号
及
び
第
２
号
に
掲
げ
る
ガ
ソ
リ

ン
軽
自
動

車
の
う
ち
３
輪
以
上
の
も
の
（
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も

の
を
除
く

。
）
に
対
す
る
第
６
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
ガ

ソ
リ
ン
軽

自
動
車
が
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
３
１
日
ま
で

の
間
に
初

回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
３
年
度
分
の
軽
自
動

車
税
の
種

別
割
に
限
り
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の

中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

略
 

自
動
車
が
平
成
３
１
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に

初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
２
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の

種
別
割
に
限
り
、
当
該
軽
自
動
車
が
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３

月
３
１
日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
３
年

度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
同
条
の

規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る

字
句
と
す
る
。
 

略
 

１
６
の
３
 
法
附
則
第
３
０
条
第
３
項
第
１
号
及
び
第
２
号
に
掲
げ
る
法
第
４

４
６
条
第
１
項
第
３
号
に
規
定
す
る
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
（
以
下
こ
の
項
及

び
次
項
に
お
い
て
「
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
３
輪
以
上

の
も
の
に
対
す
る
第
６
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
ガ
ソ
リ
ン

軽
自
動
車
が
平
成
３
１
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間

に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
２
年
度
分
の
軽
自
動
車
税

の
種
別
割
に
限
り
、
当
該
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
が
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
３
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に

は
令
和
３
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲

げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右

欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。
 

略
 

１
６
の
４
 
法
附
則
第
３
０
条
第
４
項
第
１
号
及
び
第
２
号
に
掲
げ
る
ガ
ソ
リ

ン
軽
自
動
車
の
う
ち
３
輪
以
上
の
も
の
（
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も

の
を
除
く
。
）
に
対
す
る
第
６
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
ガ

ソ
リ
ン
軽
自
動
車
が
平
成
３
１
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
３
月
３
１
日
ま

で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
２
年
度
分
の
軽
自

動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
当
該
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
が
令
和
２
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
３
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た

場
合
に
は
令
和
３
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
次
の
表
の
左

欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
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改
正
後

 
改
正
前

 

  １
６
の
５
 
略
 

１
６
の
６
 
法
附
則
第
３
０
条
第
２
項
第
１
号
及
び
第
２
号
に
掲
げ
る
３
輪
以

上
の
軽
自
動
車
（
自
家
用
の
乗
用
の
も
の
を
除
く
。
）
に
対
す
る
第
６
５
条

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
軽
自
動
車
が
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
４
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に

は
令
和
４
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
当
該
軽
自
動
車
が
令

和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号

指
定

を
受

け
た

場
合

に
は

令
和

５
年

度
分

の
軽

自
動

車
税

の
種

別
割

に
限

り
、
附
則
第
１
６
項
の
２
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中

欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。
 

１
６
の
７
 
法
附
則
第
３
０
条
第
７
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
３
輪
以
上
の

ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
（
営
業
用
の
乗
用
の
も
の
に
限
る
。
）
に
対
す
る
第
６

５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
が
令
和
３
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を

受
け
た
場
合
に
は
令
和
４
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
当
該

ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
が
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
３
１
日
ま

で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
５
年
度
分
の
軽
自

動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
附
則
第
１
６
項
の
３
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
同

条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲

げ
る
字
句
と
す
る
。
 

１
６
の
８
 
法
附
則
第
３
０
条
第
８
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
３
輪
以
上
の

ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
（
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
き
、
営
業

用
の
乗
用
の
も
の
に
限
る
。
）
に
対
す
る
第
６
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
当
該
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
が
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
３

月
３
１
日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
４
年

度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
当
該
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
が
令
和

４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指

表
の
右
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。
 

略
 

１
６
の
５
 
略
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改
正
後

改
正
前

定
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
５
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、

附
則
第
１
６
項
の
４
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に

掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。
 

（
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
の
賦
課
徴
収
の
特
例
）
 

１
６
の
９
 
略
 

１
６
の
１
０
 
略
 

１
６
の
１
１
 
略
 

１
７
～
４
４
 
略
 

４
５
 
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
特
例
法
第
６
条
の
２
第
１
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
場
合
に

お
け
る
附
則
第
１
３
項
の
７
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
令
和

１
５
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
令
和
１
７
年
度
」
と
、
「
令
和
３
年
」
と
あ
る

の
は
「
令
和
４
年
」
と
す
る
。

（
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
の
賦
課
徴
収
の
特
例
）
 

１
６
の
６
 
略
 

１
６
の
７
 
略
 

１
６
の
８
 
略
 

１
７
～
４
４
 
略
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大
村
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
２
年
大
村
市
条
例
第
１
２
号
）
（
新
旧
対
照
表
）
（
第
２
条
関
係
）

改
正
後

改
正
前

第
３
条
 
大
村
市
税
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
 

 
 
第
３
２
条
の
６
第
１
項
中
「
第
４
項
、
第
１
９
項
、
第
２
２
項
及
び
第
２

３
項
」
を
「
第
３
１
項
、
第
３
４
項
及
び
第
３
５
項
」
に
、
「
第
１
０
項
、

第
１

１
項

及
び

第
１

３
項

」
を

「
第

９
項

、
第

１
０

項
及

び
第

１
２

項
」

に
、
「
第
４
項
、
第
１
９
項
及
び
第
２
３
項
」
を
「
第
３
１
項
及
び
第
３
５

項
」
に
、
「
同
条
第
２
２
項
」
を
「
同
条
第
３
４
項
」
に
、
「
第
３
項
」
を

「
第
２
項
後
段
」
に
改
め
、
同
条
第
２
項
中
「
第
６
６
条
の
７
第
５
項
及
び

第
１
１
項
又
は
第
６
８
条
の
９
１
第
４
項
及
び
第
１
０
項
」
を
「
第
６
６
条

の
７

第
４

項
及

び
第

１
０

項
」

に
、

「
第

３
２

１
条

の
８

第
２

４
項

」
を

「
第
３
２
１
条
の
８
第
３
６
項
」
に
改
め
、
同
条
第
３
項
中
「
第
６
６
条
の

９
の
３
第
４
項
及
び
第
１
０
項
又
は
第
６
８
条
の
９
３
の
３
第
４
項
及
び
第

１
０
項
」
を
「
第
６
６
条
の
９
の
３
第
３
項
及
び
第
９
項
」
に
、
「
第
３
２

１
条
の
８
第
２
５
項
」
を
「
第
３
２
１
条
の
８
第
３
７
項
」
に
改
め
、
同
条

第
４
項
中
「
第
３
２
１
条
の
８
第
２
６
項
」
を
「
第
３
２
１
条
の
８
第
３
８

項
」
に
改
め
、
同
条
第
５
項
中
「
第
３
２
１
条
の
８
第
２
２
項
」
を
「
第
３

２
１
条
の
８
第
３
４
項
」
に
、
「
同
条
第
２
１
項
」
を
「
同
条
第
３
３
項
」

に
、
「
、
第
４
項
又
は
第
１
９
項
」
を
「
又
は
第
３
１
項
」
に
、
「
同
条
第

２
３
項
」
を
「
同
条
第
３
５
項
」
に
改
め
、
同
条
第
６
項
中
「
、
第
４
項
又

は
第
１
９
項
」
を
「
又
は
第
３
１
項
」
に
、
「
同
条
第
２
２
項
」
を
「
同
条

第
３
４
項
」
に
、
「
第
３
２
１
条
の
８
第
２
３
項
」
を
「
第
３
２
１
条
の
８

第
３
５
項
」
に
改
め
、
同
条
第
７
項
中
「
第
３
２
１
条
の
８
第
２
２
項
」
を

「
第

３
２

１
条

の
８

第
３

４
項

」
に

、
「

、
第

４
項

又
は

第
１

９
項

」
を

「
又
は
第
３
１
項
」
に
改
め
、
同
項
第
２
号
中
「
第
３
２
１
条
の
８
第
２
３

項
」
を
「
第
３
２
１
条
の
８
第
３
５
項
」
に
改
め
、
同
条
第
９
項
を
削
り
、

同
条
第
１
０
項
中
「
第
３
２
１
条
の
８
第
４
２
項
」
を
「
第
３
２
１
条
の
８

第
６
０
項
」
に
、
「
同
条
第
４
２
項
」
を
「
同
条
第
６
０
項
」
に
、
「
第
１

２
項
」
を
「
第
１
１
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
９
項
と
し
、
同
条
第
１

第
３
条
 
大
村
市
税
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
 

 
 
第
３
２
条
の
６
第
１
項
中
「
第
４
項
、
第
１
９
項
、
第
２
２
項
及
び
第
２

３
項
」
を
「
第
３
１
項
、
第
３
４
項
及
び
第
３
５
項
」
に
、
「
第
１
０
項
、

第
１

１
項

及
び

第
１

３
項

」
を

「
第

９
項

、
第

１
０

項
及

び
第

１
２

項
」

に
、
「
第
４
項
、
第
１
９
項
及
び
第
２
３
項
」
を
「
第
３
１
項
及
び
第
３
５

項
」
に
、
「
同
条
第
２
２
項
」
を
「
同
条
第
３
４
項
」
に
、
「
第
３
項
」
を

「
第
２
項
後
段
」
に
改
め
、
同
条
第
２
項
中
「
第
６
６
条
の
７
第
５
項
及
び

第
１
１
項
又
は
第
６
８
条
の
９
１
第
４
項
及
び
第
１
０
項
」
を
「
第
６
６
条

の
７

第
４

項
及

び
第

１
０

項
」

に
、

「
第

３
２

１
条

の
８

第
２

４
項

」
を

「
第
３
２
１
条
の
８
第
３
６
項
」
に
改
め
、
同
条
第
３
項
中
「
第
６
６
条
の

９
の
３
第
４
項
及
び
第
１
０
項
又
は
第
６
８
条
の
９
３
の
３
第
４
項
及
び
第

１
０
項
」
を
「
第
６
６
条
の
９
の
３
第
３
項
及
び
第
９
項
」
に
、
「
第
３
２

１
条
の
８
第
２
５
項
」
を
「
第
３
２
１
条
の
８
第
３
７
項
」
に
改
め
、
同
条

第
４
項
中
「
第
３
２
１
条
の
８
第
２
６
項
」
を
「
第
３
２
１
条
の
８
第
３
８

項
」
に
改
め
、
同
条
第
５
項
中
「
第
３
２
１
条
の
８
第
２
２
項
」
を
「
第
３

２
１
条
の
８
第
３
４
項
」
に
、
「
同
条
第
２
１
項
」
を
「
同
条
第
３
３
項
」

に
、
「
、
第
４
項
又
は
第
１
９
項
」
を
「
又
は
第
３
１
項
」
に
、
「
同
条
第

２
３
項
」
を
「
同
条
第
３
５
項
」
に
改
め
、
同
条
第
６
項
中
「
、
第
４
項
又

は
第
１
９
項
」
を
「
又
は
第
３
１
項
」
に
、
「
同
条
第
２
２
項
」
を
「
同
条

第
３
４
項
」
に
、
「
第
３
２
１
条
の
８
第
２
３
項
」
を
「
第
３
２
１
条
の
８

第
３
５
項
」
に
改
め
、
同
条
第
７
項
中
「
第
３
２
１
条
の
８
第
２
２
項
」
を

「
第

３
２

１
条

の
８

第
３

４
項

」
に

、
「

、
第

４
項

又
は

第
１

９
項

」
を

「
又
は
第
３
１
項
」
に
改
め
、
同
項
第
２
号
中
「
第
３
２
１
条
の
８
第
２
３

項
」
を
「
第
３
２
１
条
の
８
第
３
５
項
」
に
改
め
、
同
条
第
９
項
を
削
り
、

同
条
第
１
０
項
中
「
第
３
２
１
条
の
８
第
４
２
項
」
を
「
第
３
２
１
条
の
８

第
５
２
項
」
に
、
「
同
条
第
４
２
項
」
を
「
同
条
第
５
２
項
」
に
、
「
第
１

２
項
」
を
「
第
１
１
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
９
項
と
し
、
同
条
第
１
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改
正
後

 
改
正
前

 

１
項
を
同
条
第
１
０
項
と
し
、
同
条
第
１
２
項
中
「
第
１
０
項
」
を
「
第
９

項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
１
１
項
と
し
、
同
条
第
１
３
項
中
「
第
１
０

項
」
を
「
第
９
項
」
に
、
「
第
７
５
条
の
４
第
２
項
」
を
「
第
７
５
条
の
５

第
２
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
１
２
項
と
し
、
同
条
第
１
４
項
を
同
条

第
１
３
項
と
し
、
同
条
第
１
５
項
中
「
第
１
３
項
」
を
「
第
１
２
項
」
に
、

「
第
１
０
項
」
を
「
第
９
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
１
４
項
と
し
、
同

条
第
１
６
項
中
「
第
１
３
項
前
段
」
を
「
第
１
２
項
前
段
」
に
、
「
第
３
２

１
条
の
８
第
５
１
項
」
を
「
第
３
２
１
条
の
８
第
６
９
項
」
に
、
「
第
１
０

項
」
を
「
第
９
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
１
５
項
と
し
、
同
条
第
１
７

項
中

「
第

１
３

項
後

段
」

を
「

第
１

２
項

後
段

」
に

、
「

第
１

５
項

」
を

「
第
１
４
項
」
に
、
「
第
７
５
条
の
４
第
３
項
若
し
く
は
第
６
項
（
同
法
第

８
１

条
の

２
４

の
３

第
２

項
に

お
い

て
準

用
す

る
場

合
を

含
む

。
）

」
を

「
第
７
５
条
の
５
第
３
項
若
し
く
は
第
６
項
」
に
、
「
第
１
０
項
」
を
「
第

９
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
１
６
項
と
す
る
。
 

 
 
第
３
２
条
の
７
第
２
項
中
「
、
第
４
項
又
は
第
１
９
項
」
を
「
又
は
第
３

１
項
」
に
、
「
同
条
第
２
３
項
」
を
「
同
条
第
３
５
項
」
に
、
「
、
第
２
項

又
は
第
４
項
」
を
「
又
は
第
２
項
」
に
改
め
、
同
条
第
３
項
中
「
、
第
４
項

又
は
第
１
９
項
」
を
「
又
は
第
３
１
項
」
に
改
め
、
「
（
同
条
第
２
項
又
は

第
４
項
に
規
定
す
る
申
告
書
を
提
出
す
べ
き
法
人
が
連
結
子
法
人
の
場
合
に

は
、
当
該
連
結
子
法
人
と
の
間
に
連
結
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
連
結
親
法
人

（
法

人
税

法
第

２
条

第
１

２
号

の
６

の
７

に
規

定
す

る
連

結
親

法
人

を
い

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
連
結
完
全
支
配
関
係
が
あ

っ
た
連
結
親
法
人
が
法
人
税
に
係
る
修
正
申
告
書
を
提
出
し
、
又
は
法
人
税

に
係

る
更

正
若

し
く

は
決

定
を

受
け

た
こ

と
。

次
項

第
２

号
に

お
い

て
同

じ
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
４
項
中
「
、
第
４
項
又
は
第
１
９
項
」
を
「
又

は
第
３
１
項
」
に
、
「
第
４
８
条
の
１
５
の
５
第
４
項
」
を
「
第
４
８
条
の

１
５
の
４
第
４
項
」
に
改
め
る
。
 

 
 
第
３
４
条
第
３
項
中
「
第
４
８
条
の
１
５
の
５
第
４
項
」
を
「
第
４
８
条

の
１
５
の
４
第
４
項
」
に
改
め
、
同
条
第
４
項
か
ら
第
６
項
ま
で
を
削
る
。
 

１
項
を
同
条
第
１
０
項
と
し
、
同
条
第
１
２
項
中
「
第
１
０
項
」
を
「
第
９

項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
１
１
項
と
し
、
同
条
第
１
３
項
中
「
第
１
０

項
」
を
「
第
９
項
」
に
、
「
第
７
５
条
の
４
第
２
項
」
を
「
第
７
５
条
の
５

第
２
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
１
２
項
と
し
、
同
条
第
１
４
項
を
同
条

第
１
３
項
と
し
、
同
条
第
１
５
項
中
「
第
１
３
項
」
を
「
第
１
２
項
」
に
、

「
第
１
０
項
」
を
「
第
９
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
１
４
項
と
し
、
同

条
第
１
６
項
中
「
第
１
３
項
前
段
」
を
「
第
１
２
項
前
段
」
に
、
「
第
３
２

１
条
の
８
第
５
１
項
」
を
「
第
３
２
１
条
の
８
第
６
１
項
」
に
、
「
第
１
０

項
」
を
「
第
９
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
１
５
項
と
し
、
同
条
第
１
７

項
中

「
第

１
３

項
後

段
」

を
「

第
１

２
項

後
段

」
に

、
「

第
１

５
項

」
を

「
第
１
４
項
」
に
、
「
第
７
５
条
の
４
第
３
項
若
し
く
は
第
６
項
（
同
法
第

８
１

条
の

２
４

の
３

第
２

項
に

お
い

て
準

用
す

る
場

合
を

含
む

。
）

」
を

「
第
７
５
条
の
５
第
３
項
若
し
く
は
第
６
項
」
に
、
「
第
１
０
項
」
を
「
第

９
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
１
６
項
と
す
る
。
 

 
 
第
３
２
条
の
７
第
２
項
中
「
、
第
４
項
又
は
第
１
９
項
」
を
「
又
は
第
３

１
項
」
に
、
「
同
条
第
２
３
項
」
を
「
同
条
第
３
５
項
」
に
、
「
、
第
２
項

又
は
第
４
項
」
を
「
又
は
第
２
項
」
に
改
め
、
同
条
第
３
項
中
「
、
第
４
項

又
は
第
１
９
項
」
を
「
又
は
第
３
１
項
」
に
改
め
、
「
（
同
条
第
２
項
又
は

第
４
項
に
規
定
す
る
申
告
書
を
提
出
す
べ
き
法
人
が
連
結
子
法
人
の
場
合
に

は
、
当
該
連
結
子
法
人
と
の
間
に
連
結
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
連
結
親
法
人

（
法

人
税

法
第

２
条

第
１

２
号

の
６

の
７

に
規

定
す

る
連

結
親

法
人

を
い

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
連
結
完
全
支
配
関
係
が
あ

っ
た
連
結
親
法
人
が
法
人
税
に
係
る
修
正
申
告
書
を
提
出
し
、
又
は
法
人
税

に
係

る
更

正
若

し
く

は
決

定
を

受
け

た
こ

と
。

次
項

第
２

号
に

お
い

て
同

じ
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
４
項
中
「
、
第
４
項
又
は
第
１
９
項
」
を
「
又

は
第
３
１
項
」
に
改
め
る
。
 

 

第
３
４
条
第
４
項
か
ら
第
６
項
ま
で
を
削
る
。
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改
正
後

改
正
前

 
 
附
則
第
１
１
項
の
２
中
「
及
び
第
４
項
」
を
削
る
。
 

附
則
第
３
４
項
中
「
及
び
第
４
項
」
及
び
「
又
は
法
人
税
法
第
８
１
条
の

２
４
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
法
第
３
２
１
条
の
８
第
４
項
に
規

定
す
る
申
告
書
の
提
出
期
限
」
を
削
り
、
附
則
第
３
４
項
の
２
中
「
又
は
法

第
３
２
１
条
の
８
第
４
項
に
規
定
す
る
連
結
法
人
税
額
の
課
税
標
準
の
算
定

期
間
」
を
削
る
。
 

附
則
第
１
１
項
の
２
中
「
及
び
第
４
項
」
を
削
る
。
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大
村
市
都
市
計
画
税
条
例
（
新
旧
対
照
表
）
（
第
３
条
関
係
）

改
正
後

改
正
前

附
 
則
 

１
 
略
 

（
法
附
則
第
１
５
条
第
３
４
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合
）
 

２
 
法
附
則
第
１
５
条
第
３
４
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合

は
、
２
分
の
１
と
す
る
。
 

（
法
附
則
第
１
５
条
第
３
５
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合
）
 

３
 
法
附
則
第
１
５
条
第
３
５
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合

は
、
３
分
の
２
と
す
る
。
 

（
法
附
則
第
１
５
条
第
４
２
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合
）
 

４
 
法
附
則
第
１
５
条
第
４
２
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合

は
、
３
分
の
２
と
す
る
。
 

５
 
略
 

（
宅
地
等
に
対
し
て
課
す
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分

の
都
市
計
画
税
の
特
例
）
 

６
 
宅
地
等
に
係
る
令
和
３
年
度
か
ら
令

和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市

計
画
税
の
額
は
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
額
が
、

当
該
宅
地
等
の
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
係
る
前
年
度
分
の
都
市
計
画

税
の
課
税
標
準
額
に
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の

課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税

に
つ
い
て
法
第
７
０
２
条
の
３
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と

き
は
、
当
該
価
格
に
同
条
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
。
以
下
同
じ
。
）

に
１
０
０
分
の
５
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
（
令
和
３
年
度
分
の
都

市
計
画
税
に
あ
っ
て
は
、
前
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
額
）
（
当

該
宅

地
等

が
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
つ

い
て

法
第

３
４

９
条

の
３

（
第
１
８
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の

規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定

に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都

附
 
則
 

１
 
略
 

（
法
附
則
第
１
５
条
第
３
８
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合
）
 

２
 
法
附
則
第
１
５
条
第
３
８
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合

は
、
２
分
の
１
と
す
る
。
 

（
法
附
則
第
１
５
条
第
３
９
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合
）
 

３
 
法
附
則
第
１
５
条
第
３
９
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合

は
、
３
分
の
２
と
す
る
。
 

（
法
附
則
第
１
５
条
第
４
７
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合
）
 

４
 
法
附
則
第
１
５
条
第
４
７
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合

は
、
３
分
の
２
と
す
る
。
 

５
 
略
 

（
宅
地
等
に
対
し
て
課
す
る
平
成
３
０
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
各
年
度

分
の
都
市
計
画
税
の
特
例
）
 

６
 
宅
地
等
に
係
る
平
成
３
０
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都

市
計

画
税

の
額

は
、

当
該

宅
地

等
に

係
る

当
該

年
度

分
の

都
市

計
画

税
額

が
、
当
該
宅
地
等
の
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
係
る
前
年
度
分
の
都
市

計
画
税
の
課
税
標
準
額
に
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画

税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
都
市
計

画
税
に
つ
い
て
法
第
７
０
２
条
の
３
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ

る
と

き
は

、
当

該
価

格
に

同
条

に
定

め
る

率
を

乗
じ

て
得

た
額

。
以

下
同

じ
。
）
に
１
０
０
分
の
５
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
（
当
該
宅
地
等

が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
（
第
１
８
項

を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用

を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率

を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
額

と
し

た
場

合
に

お
け

る
都

市
計

画
税

額
（

以
下
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改
正
後

改
正
前

市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税

額
（
以
下
「
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に

は
、
当
該
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。
 

７
 
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
に
係
る
令
和
４
年
度
分
及
び
令

和
５
年
度
分
の
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
都
市
計

画
税
額
が
、
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標

準
と
な
る
べ
き
価
格
に
１
０
分
の
６
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等
が

当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
（
第
１
８
項
を

除
く
。
）
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率

を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税

の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
を
超
え

る
場

合
に

は
、

前
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

当
該

都
市

計
画

税
額

と
す

る
。
 

８
 
附
則
第
６
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
に
係
る
令
和
４
年
度
分
及

び
令
和
５
年
度
分
の
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
都

市
計
画
税
額
が
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税

標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
１
０
分
の
２
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
宅
地
等
が

当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
（
第
１
８
項
を

除
く
。
）
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を

乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課

税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
に
満
た
な
い

場
合
に
は
、
附
則
第
６
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
都
市
計
画
税
額
と

す
る
。
 

９
 
商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
の
負
担
水
準
が
０
．
６
以

上
０
．
７
以
下
の
も
の
に
係
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年

度
分
の
都
市
計
画
税
の
額
は
、
附
則
第
６
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該

商
業
地
等
の
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
係
る
前
年
度
分
の
都
市
計
画
税

「
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該

宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。
 

７
 
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
に
係
る
平
成
３
０
年
度
か
ら
令

和
２
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
は
、
当
該
宅
地

等
調
整
都
市
計
画
税
額
が
、
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計

画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
１
０
分
の
６
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当

該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３

（
第
１
８
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の

規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規

定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分

の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計

画
税
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
都
市
計

画
税
額
と
す
る
。
 

８
 
附
則
第
６
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
に
係
る
平
成
３
０
年
度
か

ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
は
、
当
該

宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
が
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市

計
画

税
の

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
価

格
に

１
０

分
の

２
を

乗
じ

て
得

た
額

（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の

３
（
第
１
８
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で

の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規

定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の

都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画

税
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
附
則
第
６
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該

都
市
計
画
税
額
と
す
る
。
 

９
 
商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
の
負
担
水
準
が
０
．
６
以

上
０
．
７
以
下
の
も
の
に
係
る
平
成
３
０
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
各

年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
額
は
、
附
則
第
６
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当

該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
係
る
前
年
度
分
の
都
市
計
画
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改
正
後

 
改
正
前

 

の
課
税
標
準
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

法
第
３
４
９
条
の
３
（
第
１
８
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第

１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当

該
課
税
標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該

商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額

と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。
 

１
０
 
商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
の
負
担
水
準
が
０
．
７

を
超
え
る
も
の
に
係
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の

都
市
計
画
税
の
額
は
、
附
則
第
６
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
業
地

等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
１

０
分
の
７
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産

税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
（
第
１
８
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
１

５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る

と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当

該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き

額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。
 

１
１
 
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
３
年
法
律
第
７
号
）
附

則
第
１
４
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各

年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、
法
附
則
第
２
５
条
の
３
の
規
定
を
適

用
し
な
い
こ
と
と
す
る
。
 

（
農
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の

都
市
計
画
税
の
特
例
）
 

１
２
 
農
地
に
係
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市

計
画
税
の
額
は
、
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
額
が
、
当

該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
係
る
前
年
度
分
の
都
市
計
画

税
の
課
税
標
準
額
（
当
該
農
地
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法

第
３
４
９
条
の
３
（
第
１
８
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１

５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
農
地
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
課
税

標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
。
以
下
こ
の
項
に

税
の
課
税
標
準
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い

て
法
第
３
４
９
条
の
３
（
第
１
８
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら

第
１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、

当
該
課
税
標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当

該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き

額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。
 

１
０
 
商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
の
負
担
水
準
が
０
．
７

を
超
え
る
も
の
に
係
る
平
成
３
０
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
各
年
度
分

の
都
市
計
画
税
の
額
は
、
附
則
第
６
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
業

地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に

１
０
分
の
７
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３
（
第
１
８
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第

１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ

る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を

当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ

き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。
 

１
１
 
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
３
０
年
法
律
第
３
号
）

附
則
第
２
２
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
３
０
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で

の
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、
法
附
則
第
２
５
条
の
３
の
規
定

を
適
用
し
な
い
こ
と
と
す
る
。
 

（
農
地
に
対
し
て
課
す
る
平
成
３
０
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
各
年
度
分

の
都
市
計
画
税
の
特
例
）
 

１
２
 
農
地
に
係
る
平
成
３
０
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都

市
計
画
税
の
額
は
、
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
額
が
、

当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
係
る
前
年
度
分
の
都
市
計

画
税
の
課
税
標
準
額
（
当
該
農
地
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

法
第
３
４
９
条
の
３
（
第
１
８
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第

１
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
農
地
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
課

税
標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
当
該
農
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改
正
後

改
正
前

お
い
て
同
じ
。
）
に
、
当
該
農
地
の
当
該
年
度
の
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る

負
担
水
準
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
負
担
調
整
率
を
乗
じ
て

得
た
額
（
令
和
３
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
あ
っ
て
は
、
前
年
度
分
の
都
市

計
画
税
の
課
税
標
準
額
）
を
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税

の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
（
以
下

「
農
地
調
整
都
市
計
画
税
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
農

地
調
整
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。
 

略
 

（
土
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
 

都
市
計
画
税
の
特
例
に
関
す
る
用
語
の
意
義
) 

１
３
 
略
 

（
読
替
規
定
）
 

１
４
 
法
附
則
第
１
５
条
第
１
項
、
第
１
０
項
、
第
１
５
項
か
ら
第
１
９
項
ま

で
、
第
２
１
項
、
第
２
２
項
、
第
２
６
項
、
第
２
９
項
、
第
３
３
項
か
ら
第

３
５
項
ま
で
、
第
３
７
項
か
ら
第
３
９
項
ま
で
、
第
４
２
項
若
し
く
は
第
４

３
項
、
第
１
５
条
の
２
第
２
項
、
第
１
５
条
の
３
又
は
第
６
３
条
の
規
定
の

適
用
が
あ
る
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
限
り
、
第
２
条
第
２
項
中
「
又
は

第
３
３
項
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
第
３
３
項
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら

第
１
５
条
の
３
ま
で
若
し
く
は
第
６
３
条
」
と
す
る
。
 

地
の
当
該
年
度
の
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
負
担
水
準
の
区
分
に
応
じ
、
同

表
の
右
欄
に
掲
げ
る
負
担
調
整
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
当
該
農
地
に
係
る
当

該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け

る
都
市
計
画
税
額
（
以
下
「
農
地
調
整
都
市
計
画
税
額
」
と
い
う
。
）
を
超

え
る
場
合
に
は
、
当
該
農
地
調
整
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。
 

略
 

（
土
地
に
対
し
て
課
す
る
平
成
３
０
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
 

の
都
市
計
画
税
の
特
例
に
関
す
る
用
語
の
意
義
) 

１
３
 
略
 

（
読
替
規
定
）
 

１
４
 
法
附
則
第
１
５
条
第
１
項
、
第
１
３
項
、
第
１
８
項
か
ら
第
２
２
項
ま

で
、
第
２
４
項
、
第
２
５
項
、
第
２
９
項
、
第
３
３
項
、
第
３
７
項
か
ら
第

３
９
項
ま
で
、
第
４
２
項
か
ら
第
４
４
項
ま
で
、
第
４
７
項
若
し
く
は
第
４

８
項
、
第
１
５
条
の
２
第
２
項
、
第
１
５
条
の
３
又
は
第
６
３
条
の
規
定
の

適
用
が
あ
る
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
限
り
、
第
２
条
第
２
項
中
「
又
は

第
３
３
項
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
第
３
３
項
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら

第
１
５
条
の
３
ま
で
若
し
く
は
第
６
３
条
」
と
す
る
。
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大村市郡地区公民館駐車場における自動車破損事故について（報告第３号関

係） 

 

１ 経緯 

令和３年２月１３日午後７時２０分頃、市道宮小路八幡線を走行していた〇〇氏

（以下「相手方」という。）所有の軽自動車が、大村市郡地区公民館駐車場（以下

「駐車場」という。）に進入しようと右折した際、駐車場出入口に設置している上

下式の車止めポール（以下「ポール」という。）に接触し、当該車両の右側ドア

（運転席及び後部座席）及び右後輪ホイールを破損した。 

 

２ 事故の原因及び処理 

事故の原因は、ポール４本のうち１本が上がったままの状態であり、軽自動車の

運転者（相手方の配偶者）がこれに気付くことが遅れたことによるものである。 

事故発生後、相手方と事後措置について協議を行い、下記３のとおり示談した。 

なお、事故発生後は、駐車場の定期的な見回りを行い、ポールの状態を確認して

いる。 

 

３ 示談内容 

大村市は、相手方に対し、修理費の３割に相当する額１０２，９００円（全額保

険対応）を損害賠償金として支払う。 
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大村市役所
ハイライト表示



事故発生場所 

詳細図

郡地区公民館駐車場

歩道

ポール（下がっていた）

歩道

大村市郡地区公民館 

ポール（上がっていた） 

市道宮小路八幡線 

報告第３号関係資料

相手方車

至国道３４号方面 

至長崎空港方面 
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